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予 算 ・ 決 算 特 別 委 員 会  

観 光 建 設 分 科 会 要 点 記 録 

○開会日時 令和７年３月１４日（金） 午前１０時４３分 

○場  所 伊東市役所第２委員会室 

○出席委員 ６名 

 １ 番  鈴 木 絢 子 君  ２ 番  竹 本 力 哉 君 

３ 番  青 木 敬 博 君  ４ 番  井 戸 清 司 君 

５ 番  浅 田 良 弘 君  ６ 番  犬 飼 このり 君 

○出席議員 １１名  

  議 長  中 島 弘 道 君  議 員  重 岡 秀 子 君 

  議 員  虫 明 弘 雄 君   〃   河 島 紀美恵 君 

   〃   村 上 祥 平 君   〃   杉 本 憲 也 君 

   〃   佐 藤   周 君   〃   長 沢   正 君 

   〃   篠 原 峰 子 君   〃   大 川 勝 弘 君 

   〃   宮 﨑 雅 薫 君 

○説明のため出席した者 １２名 

       副   市   長   中 村 一 人 君 

       観 光 経 済 部 長   小 川 真 弘 君 

       観光経済部観光課長   佐 藤 文 彦 君 

       同 産 業 課 長   川 口 貴 保 君 

       同公営競技事務所長   福 西   淳 君 

       建 設 部 長   近 持 剛 史 君 

       建設部次長兼建設課長   髙 田 郁 雄 君 

       同 建 築 住 宅 課 長   森   秀 之 君 

       同 都 市 計 画 課 長   増 野 武 史 君 

       上 下 水 道 部 長   稲 葉 信 洋 君 

       上下水道部下水道課長   池 谷 伸 弘 君 

       同 水 道 課 長   山 田 昌 弘 君 

○出席議会事務局職員 ３名 

       局  長   富 岡   勝    局長補佐   里 見 和 彦 

主  査   野 田 昌 伸 

○会議に付した事件 
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１ 市議第５９号 令和７年度伊東市一般会計予算歳出所管部分 

 ━━━━━━━━━━━━ 

○会議の経過概要 

○委員長（井戸清司君）開会する。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（井戸清司君）この際、お諮りする。付託議案の説明は既に本会議において終了してい

るので、分科会における説明は省略したいと思う。これに異議ないか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）異議なしと認め、さよう決定した。 

この際、申し上げる。審査に当たって、議題に対する質疑は簡潔に、議題から外れないよう

お願いする。あわせて、審査の進行が円滑に進むよう、何ページの何の事業についてなどの一

言を添えるよう協力をお願いする。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（井戸清司君）日程第１、市議第５９号 令和７年度伊東市一般会計予算歳出所管部分

を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。質疑は各款ごとに行う。 

 まず、第２款総務費第１項総務管理費第１１目住居表示整備費及び第１８目健康保養地づく

り推進費について質疑を行う。事項別明細書は７７ページからになる。発言を許す。 

○６番（犬飼このり君）その３、１９ページ、健康保養地づくり事業である。この中に細かく事

業内容が書いてあるが、温泉リゾート地魅力強化事業、地元グルメ普及事業、食育推進全国大

会事業について、それぞれ説明してほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）まず、温泉リゾート地魅力強化事業については、温泉情緒の醸成や温

泉にまつわるノベルティー等を作成して湯のまち伊東をＰＲする事業を実施する予定である。

具体的な内容としては、ＪＲ伊東駅前のちょうちんの維持管理等を考えている。 

 続いて地元グルメ普及事業については、伊東の食材を使った地元グルメを活用した食育の推

進、あと地元の食材と健康保養地伊東のＰＲを図る事業である。また、地元グルメを使った出

店を検討している。 

 次に、食育推進全国大会事業は食育推進全国大会に出席し、地域の組織活動をより効果的か

つ活発にする方法を視察し、健康保養都市伊東に活用していく事業である。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 温泉リゾート地のノベルティー作成であるが、これは販売していくのか。それとも、配布す

るものを予定しているのか。 
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○観光課長（佐藤文彦君）具体的には、温泉のもとをつくり、各種イベント等で観光客への配布

を考えている。 

○６番（犬飼このり君）次のページ、オレンジビーチマラソン事業負担金である。令和７年は、

フジサンケイのゴルフが中止になる。恐らくフジテレビに関連するいろいろな問題だと思うが、

オレンジビーチマラソンには、夕刊フジが協賛者で入っていたかと思うが、この辺は大丈夫な

のか。 

○観光課長（佐藤文彦君）オレンジビーチマラソンの協賛者に夕刊フジが入っていたとのことで

あるが、フジサンケイの開催中止が決まる前から、来年度からは協賛自体がなくなるという話

になったので、来年度はそのような形になる。 

○６番（犬飼このり君）次は伊東園グループ単体でやるのか、またどこか一緒にやるのかは決ま

っているのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）その辺も含めて、また新たな協賛者を探すという形になろうかと思う

ので、努力していきたいと思っている。 

○６番（犬飼このり君）一緒にやるところがない、協賛していただくところがないといったとき

に大会がなくなることはないか。 

○観光課長（佐藤文彦君）オレンジビーチマラソンと言われる前、元旦マラソンから始まってい

る伊東の伝統行事であるので、事務局としては継続してやっていきたいと考えている。 

○６番（犬飼このり君）私も元旦マラソンの頃から走っていたタイプで、市民の健康のため、そ

れから、これを目標にしている方や楽しみにされている方も多くいらっしゃるので、ぜひ続け

ていっていただきたい。 

 次の滞在型リフレッシュリゾート地推進事業について、全部を伊豆高原観光オフィスが請け

負っているのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）滞在型リフレッシュリゾート地推進事業負担金の内訳であるが、大き

な内訳として、伊豆高原観光窓口等の業務委託をしているものと、伊豆高原のブランドイメー

ジ戦略事業という形で、委員おっしゃるとおり、伊豆高原観光オフィスにお願いしているとこ

ろである。 

○６番（犬飼このり君）ＩＫОのほうも今いろいろと調べさせていただいていて、ペットのこと

もやってくれているほか、教育旅行にすごく力を入れているのかなと思うが、滞在型リフレッ

シュリゾートと教育旅行が私にはあまりマッチしない。子供たちに来てもらうのもいいが、そ

の先に観光的、商業的に発展していかなければいけないと思うが、教育旅行の場合、ここで止

まってしまう。子供たちがたくさんお金を使うわけではないので、教育旅行に力を入れ過ぎる

のではなくて、一般の旅行者に滞在時間を増やしていただき連泊をしていくことについて、本
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市としては、どのような考えでＩＫОのほうに投げかけているのか教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）やはり南部地域は自然、ペット、アートという強みがあるので、そち

らを使って一日でも多く滞在していただく形で考えている。伊豆高原は体験施設、美術館、博

物館、また自然も豊富にあるので、そういった資源を活用して長い時間滞在してお金を落とし

ていただくという形で考えている。 

 教育旅行についても、体験施設や自然も多いので、そういったアクティビティーをしていた

だいて、将来的にはまた本市に訪れていただくという形になると期待しており、かけ離れてい

るとは考えていないので、引き続き教育旅行についても支援していきたい。 

○６番（犬飼このり君）事業をお願いしている伊豆高原観光オフィスのほうの効果検証みたいな

ことはどのようにされているか教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）効果検証については、委託事業の報告書が上がっているので、そちら

をチェックさせていただいて次年度につなげていく形になる。ただ、それだけではなくて、何

かあったときにはコミュニケーションを取らせていただいて、どうなっているか、こうしたほ

うがいいと意見交換をさせていただいてつなげていく形でやっている。 

○委員長（井戸清司君）ほかに質疑はないか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。 

 次に、第４款衛生費第２項清掃費第５目地域汚水処理費について質疑を行う。事項別明細書

は１７９ページ及び１８０ページになる。発言を許す。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。 

 次に、第５款労働費について質疑を行う。事項別明細書は１８９ページ及び１９０ページに

なる。発言を許す。 

○６番（犬飼このり君）その３の１ページ、雇用問題対策事業について、事業費が前年度の半額

になっている。会議の講師の謝礼とのことであるが、回数が減ったのか。 

○産業課長（川口貴保君）雇用問題対策事業の事業費については、委員お見込みのとおり講師の

謝礼を計上しているところである。こちらの会議の開催の実績が、令和元年度まではそれぞれ

年間２回、３回と開催されていたが、コロナ禍以降、令和３年度からは毎年１回の開催となっ

ている。会社の社長クラスの方が多い会議になるので、忙しい中、開催回数を増やすことが難

しい事情もあるので、今年度は２回の開催ということで事業費を半額にさせていただいたとこ

ろである。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 
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 続いて、同じくその３の３ページである。一番下の中小企業等採用力強化事業補助金をもう

少し詳しく教えてほしい。 

○産業課長（川口貴保君）中小企業等採用力強化事業補助金は、市内に事業所を有する中小企業

等に対して採用活動、求人情報の発信に係る費用について、その３に記載のある求人広告の掲

載であるとか合同就職説明会等の採用活動、求人情報の発信等に係る費用の一部を補助するも

ので、補助率を２分の１、上限を１０万円で、１０万円掛ける１５件を見込んで積算させてい

ただいたところである。 

○委員長（井戸清司君）ほかに質疑はないか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。 

 １０分間ほど休憩する。 

                午前１０時５６分休憩 

                 ─────────── 

                午前１１時 ６分再開 

○委員長（井戸清司君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

 次に、第６款農林水産業費について質疑を行う。事項別明細書は１９１ページからになる。

発言を許す。 

○２番（竹本力哉君）その３の５ページ、水産業振興補助事業のところから、水産業振興事業補

助金が２５０万円計上されているが、昨年度の１６０万円から増額している要因についてと、

それから、その２つ下の伊豆・いとう地魚王国事業補助金も昨年度の２００万円から３００万

円に増額されているため、この理由について教えていただきたいと思う。 

○産業課長（川口貴保君）まず、水産業振興事業補助金の事業内容としては、いとう漁協が実施

する種苗の放流等であり、内容自体は令和６年度と変わらないが、現在の資源不足とか磯焼け

等の対策のため、漁協から種苗放流とか海藻の養殖等といったところへもうちょっと力を入れ

ていきたいというようなお話をいただいたので、それを踏まえての増額である。 

 伊豆・いとう地魚王国事業補助金の増額については、令和５年度は４００万円を計上してい

たが、令和６年度は２００万円に半減したものの、地魚王国の事業者から、令和７年度に関し

ては富戸の定置網と協力して、定置網漁の体験等にプラスして各加盟店を回るツアーのような

ものをしていきたいとの要望があったので、増額することとした。 

○６番（犬飼このり君）その３の１ページ、猟友会事業補助金も無線機買換えのため、金額が前

年度から大分上がっていることから、少し詳しく教えていただきたい。 

○産業課長（川口貴保君）猟友会事業補助金の増額については、委員おっしゃるとおり、猟友会
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の無線機の購入のため増額ということになっている。こちらの無線機だが、特に猟銃を使用す

る方の安全の確保のため、山奥での連絡手段として使っているが、もともと今使われている無

線機が平成２６年から使用しており、法定耐用年数も１０年というところの中で、猟友会から

購入への補助について要請があった。 

 無線機の購入数については３５個を予定しているところである。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 その下、６次産業化推進事業補助金は減額になっているが、教えていただきたい。 

○産業課長（川口貴保君）６次産業化推進事業補助金については、例年１００万円で予算措置し

てきたところだが、ここ２年、イベントへの出店のみで、１万円の決算が続いているような状

況であった。また、なかなか相談そのものがない状況が続いており、事業そのものを再構築し

ないといけないのかというような状況だったが、その中で、最近になって来年度使いたいとい

う要望、相談があったので、そちらの相談を踏まえての金額の減額となっている。 

 今言ったような形でなかなか使われていないような現状があるので、他市の状況等を研究さ

せていただいて、より事業者にとって使いやすくなるような形に、来年度以降、制度を変更し

ていければということで考えているところである。 

○６番（犬飼このり君）これは主体というか、こういう６次産業化するに当たって、何かグル

ープがあってやっているのか、それとも、勝手にばらばらと農家の方がいろいろ言ってくるの

か、その辺を教えてもらってもいいか。 

○産業課長（川口貴保君）過去の形態においてもそれぞれだが、農協のそれぞれの部会、例えば

アイランドルビーの部会などが関係された事例もあるし、これは要件の中に自分で生産した農

産物を活用していくというようなところがあるので、個々の農家がどういったことをやりたい

かによるため、ケース・バイ・ケースのような状況になっている。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 では、その下の機構集積協力金が大幅に上がっているので、説明をお願いする。 

○産業課長（川口貴保君）機構集積協力金については、池の圃場整備に関連するものであるが、

圃場の整備されたところを農地中間管理機構を通じて貸し借りを行うような形になるので、そ

の結果に伴う部分になる。 

 まず２つあって、１つは地域集積協力金というものになる。これは予算が５９万２，０００

円になり、交付対象面積が令和７年度に農地中間管理機構を通じて所有者から貸し借りをした

貸付けの面積に対して交付される金額になる。 

 もう１つが集約化の奨励金というものになり、こちらが１１１万円という予算計上になって

いる。こちらの交付対象面積については目標年度というのがあって、これは当該年度の２年先
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になるので、令和９年度までに団地化、これが農地中間管理機構を通じた貸付けを行う面積、

これに単価を掛けたものというのがこちらの１１１万円になる。この２つを足したものである。 

○６番（犬飼このり君）その３の２ページ、有害鳥獣対策協議会補助金について、その前の項目

とも併せてだが、現在の有害鳥獣は増えているとは思うので、現状を教えてもらいたい。 

○産業課長（川口貴保君）まず、現在の有害鳥獣の駆除頭数は、イノシシ、鹿に限っていうと、

令和５年度、１年間でイノシシは３１２頭、鹿は２３０頭を市が捕獲許可を出して、駆除した

数になっている。６年度に関しては、１０月３１日現在という数字になるが、半年分ぐらいで、

イノシシが２１３頭、鹿が８７頭ということで若干少なくなっているというようなところでは

ある。 

 委員ご指摘の補助の関係については、ちょっと分かりにくい部分があるが、その３の１ペー

ジの有害鳥獣対策事業等補助金については、例年、市のほうで単独で補助をしており、農協の

活動に対して本市と熱海市とで補助をしている補助金になる。 

 ２ページの有害鳥獣対策協議会補助金については、国の補助金を活用してあいら伊豆広域有

害鳥獣被害対策協議会に対して補助を出しているが、構成員に本市と熱海市が入っており、幹

事市を２年交代で行っているため、活動そのものは例年と内容は変わらないが、本市が令和７

年度、８年度は幹事市になっていて、これは県から補助を頂く形になるので、そういった事務

手続を行うための予算計上になっている。 

○６番（犬飼このり君）その３の４ページ、林業費全般だが、森林環境譲与税のこともあり、今、

毎年いろいろ整備をしているが、市全体として大平の森を含めて、どのような方向性で経営管

理をしていくのか、全体的なイメージをお伺いできるか。 

○産業課長（川口貴保君）森林の整備の関係については、昨年度にこれまでの森林整備計画の見

直しを行わせていただいたところである。それまでの意向調査等を反映して整備方針を見直す

中で優先順位というのを定めさせていただき、整備する森林の機能区分として、最優先は山地

災害の防止、土壌保全といったところを優先し、２番目は、強風、飛砂、騒音から生活環境を

守るような機能を持つ森林である。３番目は、自然景観、景観の形成、４番目として、水源涵

養機能という形で優先順位を定めているところである。 

 また何年か経過すれば見直すような形にはなるかと思うが、方向性としては、令和６年度か

ら１１年度までは岡地区、いわゆる大平地区のところで整備を実施させていただいて、１２年

度は鎌田の八代田地区、１３年度は荻で荻幼稚園の周辺、１４年度は鎌田地区で環境美化セン

ターの周辺、１５年度も鎌田で林道奥野線周辺というようなことで現在のところ計画をしてい

る。 

○６番（犬飼このり君）今、大平の森も整備しているということだが、大平の森だけをやっても
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結局何もならない。やはりそこに行くまでの動線とか道筋が今あまり美しくないような状況だ

と思う。こういったことに関してはどの辺の範囲までができるのか。 

○産業課長（川口貴保君）あそこの地域を全て一遍にというのは、費用の面であったり、あと所

有者の方の同意をいただいて、経営管理権というのを設定したりする必要があるので、そうい

ったところを考慮する中で、今、私が説明をさせていただいた令和６年度から１１年度までの

計画といったものを立てさせていただいたということである。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 その３の５ページ、先ほど質疑があった水産業振興事業補助金については、内容は今までと

変わらないということだが、以前、魚市場の改修計画とかがあったが、こういった話とかは今

のところ出てこないのか。 

○産業課長（川口貴保君）魚市場の改修については、漁協が主体になってくる面があるので、現

在の漁協の経営状況、体力的な面等の中で、絵を描いて進めていくのがなかなか難しいような

状況である。 

○６番（犬飼このり君）本市は水産業を全面に出してやっていたと思うが、地魚王国で以前、ア

ンテナショップというか、東京のほうに出店していたような記憶があるが、今はこういったこ

とをやっているのか、今後またやっていく見通しとかはあるか。 

○産業課長（川口貴保君）令和５年度に事務局の職員が幾つかの商品を加盟店から募る中で、富

山県の物産展に地魚王国と本市のＰＲをさせていったというようなことはやったところである。 

 今、委員おっしゃられたような東京とか、いわゆる関東圏での活動というところも本来はや

っていきたいところだが、コロナ禍以降、加盟店の足並みがなかなかそろいにくいような状況

の中で、今、加盟店を通じて、何ができるかをすり合わせているところなので、また機会が整

えば、そういったアンテナショップ等の活動も検討してまいりたいと思っている。 

○６番（犬飼このり君）分かった。誰かが旗を振らないと難しいと思うが、以前に水産祭りみた

いなものとかを市との協力でやっていたと思うが、こういった予定とかも今後入ってこないの

か。 

○産業課長（川口貴保君）水産祭りのほうは実施主体が漁協なので、漁協からコロナ禍以降、そ

ういった催しを復活させるのはなかなか難しいと伺っているところである。ただ、漁協のほう

も改善計画の中で経営状況等もだんだんと上向いているところなので、また、そういった催し

等の再開をどのように考えているかは、お互いの意思を確認し合っていきたいと考えている。 

○６番（犬飼このり君）分かった。今、水産事業者の方にいろいろ補助をしている状態だと思う

が、市民の方に対して水産業というのを理解してもらうような取組とかは今のところ入ってい

ないのか。 
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○産業課長（川口貴保君）市民の方に向けた取組については、直接的なものではないが、地魚王

国の中では、高校生を対象に、魚のおろし方教室を生涯学習課のプログラムの中に取り入れて

いただいた。今年度は市内４保育園でも魚の体験教室というようなことで実施をさせていただ

いたところである。 

○１番（鈴木絢子君）その１の１９４ページ、その３の２ページの農業振興対策事業、１２委託

料の農業振興地域整備計画基礎調査業務委託料について、まず伺わせていただきたい。 

 既存の保存すべき農地に関する農用地区域管理データと現況の調査状況を精査するというこ

とだが、これは本市全体の農地の計画をこの６００万円でやれる予定なのかどうか教えていた

だきたい。 

○産業課長（川口貴保君）農業振興地域計画の整備の関係については、おおむね５年ごとに農業

振興地域から外すケースとか、現行の土地の状況がしっかりと農地になっているのかというよ

うなところを確認する中で、計画を作成する作業をしているが、まず令和７年度に基礎調査の

ため６００万円を計上させていただいて、令和８年度に計画の作成業務ということになる。正

確な数字はまだ算出していないが、前回のときも２年間ほぼ同額という形で済んだので、令和

８年度も同じぐらいの金額が必要になるかと考えている。 

○１番（鈴木絢子君）その１の１９８ページ、その３の３ページで、３番の農業基盤整備事業の

１２委託料、十足ため池改修基本設計業務委託料についてである。こちらはその３にはため池

地震耐性評価に基づいて実施ということだったが、どういった評価だったのか１点伺いたい。 

 続いて、２００ページの森林環境整備事業、昨年、岡をやった森林経営管理事業について、

令和７年度はどこと同意を交わすのかが分かれば教えていただきたい。 

○産業課長（川口貴保君）こちらのため池の調査結果だが、調査については、令和４年度にため

池地震・豪雨耐性評価ということで行わせていただき、調査の結果としては、洪水吐の高さが

４０センチメートルほど足りないと診断を受けているところである。なので、こちらの基本設

計により、そちらの対応を取らせていただく。 

 その後については、今のところ、令和１２年度までに改修工事を実施した場合には、補助率

２分の１で国からの補助が交付される予定となっている。ため池については以上である。 

 それから、森林のほうの調査だが、まず意向調査については、令和６年度については宇佐美

を実施させていただいたところである。現地調査については、昨年度同様、岡地区になってい

る。岡地区の大平地区で、面積が９．０１ヘクタール、２０筆で４０件の方に対して森林経営

管理権の設定をさせていただいて、整備を進めさせていただく予定となっている。 

○３番（青木敬博君）その３の５ページ、伊豆・いとう地魚王国事業について聞かせていただき

たい。令和６年度が減額になっていて、令和７年度は１００万円増えて、さっき竹本委員の質
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疑で定置網体験と加盟店を回るということは理解したが、あと、単純に計算したところ２００

万円ぐらい残っていて、ほかにはどんなことをするのかお伺いしたい。 

○産業課長（川口貴保君）地魚王国の関係で、そのほかの部分については、例年の対応になるが、

魚食普及事業として、先ほど答弁をさせていただいた魚のおろし方教室とか干物づくり体験と

いった事業がある。 

 それから、加盟店の支援事業として、加盟店の商談会とか、自社製品の販促活動を行う際の

経費の補助を行っている。その他ＰＲ事業として、生涯学習課のやっている磯遊び体験事業へ

の協力、それから、伊豆急行のキンメ電車へのＰＲ広告の掲載があり、地魚王国のホームペー

ジ及びフェイスブックの管理、以上が主なところとなる。 

○３番（青木敬博君）加盟店というのがはっきり分かっていないので確認したいが、加盟店とい

うのは飲食店とか魚屋になるのか。多分、飲食店の数が多いと思うが、数が分かったら数を教

えていただきたい。 

○産業課長（川口貴保君）基本的には卸、小売問わずであり、旅館も含めて、魚を扱っていると

ころが加盟店になっている。加盟数については３１事業所、１個人である。 

○３番（青木敬博君）確認したいことは、今回、定置網体験の後に加盟店を回るというのがあっ

て、これは多分、令和５年度に定置網体験だけをやっていたと思うが、それだと人を引きつけ

る魅力が少ないから加盟店を回る、多分、これは飲食店を回るということだと思う。先に確認

をしておきたいが、このツアーをいつでもできるようにすることによって魚食の普及と観光客

の流入、両方を目指すという考え方でいいか。 

○産業課長（川口貴保君）委員お見込みのとおりである。 

○３番（青木敬博君）そうすると、もともと地魚と書いてあるわけだから、観光に来た人への表

現だと思う。今、最初に課長が言っていた魚のおろし方教室とか干物づくり体験とか、生涯学

習課の磯遊びなども大事であるが、そこから次につなげるためには、多分飲食店のマップなど

がないと、そのツアーが定着化しないというか、予算が少しもったいないと思う。だから、そ

ういうものも検討してほしい。 

○１番（鈴木絢子君）今の伊豆・いとう地魚王国についてもう少し聞きたい。富戸の定置網体験

と加盟店を回るツアーは市民向けなのか、観光客向けなのか。この定置網体験は、現状でもや

られていると思うが、市がツアー参加者のお金を負担するということか。 

○産業課長（川口貴保君）今、観光客向けか、一般市民向けかに関しては、加盟店の意向として

は、観光客へのＰＲも当然あるが、市内の方、いわゆる一般市民にも自分たちの店を知っても

らいたいという意向がある中で、こういうツアーを検討したというような話であると聞いてい

る。 
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 もう１点の負担の関係は、個々のお客さんのかかる費用を負担する云々というようなことで

はなく、いわゆるツアーの企画料やバスの賃借料などがまず第１で、個々のお客さんに直接金

額を還元するような意図ではない。 

○１番（鈴木絢子君）先ほどの水産業振興事業についても聞きたい。先ほど何人かが聞いていて、

今までと変わらない放流事業とか、それにプラスして磯焼け対策で少し増額とのことであった。

毎年このように放流しているにもかかわらず、やはり海の状態はよく分からず、今年度初めの

ほうなども、本当に魚が取れなかったと、小船の漁師などは言っていた。こういう放流事業な

どの結果が出ているのかどうかが分かりにくい。とはいっても水産業を振興しなければならな

いとなったときに、こういう事業以外に、今までと違うもので振興させるよう模索したりする

ことはないのか。 

○産業課長（川口貴保君）こちらの稚魚の放流等については、委員指摘のとおり、今後も続けて

いかなければならない事業であるとは考えている。放流以外で増やしていく方法としては、ぱ

っと浮かぶところでは、養殖等になってしまうと思う。陸上養殖を含め、そういうことが可能

かどうか、また、そういうことに興味を示してくれるような事業者もいるのかなどを含めて、

今後研究していきたい。 

○１番（鈴木絢子君）２０４ページ、漁港整備事業について伺う。八幡野漁港の物揚場の改良工

事もあり、八幡野の場合は令和６年に調査し、設計とかはなくて補修工事になったと思う。令

和７年度、富戸漁港の物揚場設計業務に関しては、設計も加わっているが、長寿命化を図るの

に、八幡野漁港と富戸漁港ともに、調査業務の結果から、何かこうしたほうがよいという大が

かりな工事になった理由があるのか。 

○産業課長（川口貴保君）工事の内容としては、富戸漁港の物揚場に関しては、一番奥の堤防の

手前、先般ウッドデッキ等が設置されたところの海寄りの部分になる。ここは数年前からにな

るが、コンクリートの下側が剥離していて、のぞくと鉄筋が見える。こちらに関しては本格的

な改修工事をしないと、物揚場として使うことができない状況である。 

 八幡野漁港の物揚場については、道を下りていって、堤防に向かって橋を渡り、ダイビング

の方などが乗り降りする辺りになるが、地盤が若干沈下していることから、コンクリートの一

番端の部分と地面の間に４０ミリメートルの隙間が空いているとのことで、コンクリートの舗

装をやり替えるというイメージの工事になっている。 

○委員長（井戸清司君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。 

 次に、第７款観光商工費について質疑を行う。事項別明細書は２０５ページからになる。発
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言を許す。 

○２番（竹本力哉君）その３の２ページ、３ページの２目観光施設費１観光施設維持管理事業に

ついて、３ページの一番上、城ヶ崎海岸維持管理事業、それからその一番下、巣雲山園地維持

管理運営協議会運営事業とある。これを見るとピクニカルコースとかハイキングコースの整備

となっている。しかし、宇佐美の東浦路と言われている、網代に抜けるハイキングコースは非

常に観光客に人気であり、最近、大丸山へのコースなども人気であるが、その辺の維持管理費

用が令和６年度も７年度も計上されていない。それは観光の施設事業の費用なのか、それとも

また別であるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）竹本委員が言った大丸山や東浦路については、ゆったり・湯めまちウ

ォーク、健康保養地事業のほうで位置づけられていて、基本的にはそちらに整備事業費がある

ので、そちらを活用して、倒木の処理とか看板の修繕などの事業を実施している。 

○６番（犬飼このり君）その３の１ページから聞きたい。観光消費動向等調査委託料、観光動態

分析業務委託料と似たような調査になると思う。過去にも観光消費動向等調査のほうをやって

いたと思う。新しく動態分析業務が追加されたが、どのようなものか教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）観光消費動向等調査は過去にもやっていたものであるが、こちらはア

ンケート調査のような形で理解を願う。満足度とか来た動機などを調査する事業である。新た

な観光動態分析調査は、データに基づくような形で、ＧＰＳデータやローミングデータやクレ

ジットカードなどのビッグデータを活用して、実際に本市に宿泊は何人が来ているとか、イベ

ントに何人来ているといった、データに基づいた宿泊数、来遊客数を測定、分析するような業

務である。 

○６番（犬飼このり君）どちらもウェブ調査になるのか、対面の調査は何かしているか。 

○観光課長（佐藤文彦君）観光消費動向等調査については、ウェブ調査を行うとともに、必要件

数まで到達しないようなケースがあった場合には、現場に行き、対面でアンケートを行いデー

タを収集するような形になっている。観光動態分析業務は、データを収集して、そちらを分析

するようなものであるので、現場には出ないような形になる。 

○６番（犬飼このり君）観光消費動向等調査は、たしかＱＲコード等を活用してインセンティブ

をつけてやっていたと思う。今年度、皆様が考える本市の魅力を教えてくださいという調査が

あった。こういうものは市民も利用できるのか、それとも観光客だけが利用できるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）観光消費動向等調査については、やはり観光客を対象として、来訪動

機とか、どちらから来ているとかの調査を想定している。基本的には宿泊施設や、観光客が利

用するような観光施設にＱＲコードを置いて調査をしているので、観光客対象とご理解願う。 

○６番（犬飼このり君）観光客がＱＲからアクセスできる。市民も同じようにアクセスして最後
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まで行くことはできるのか。この間、私が城崎温泉に行ったときに、外国人向けのアンケート

があった。やってみて日本の方の欄にチェックを入れたら、もうそれ以上先に進めないように

なっていた。この調査に関しては、例えば居住地を入れた時点でストップがかかるのか、最後

まで行って、そのインセンティブがもらえるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）私はアンケートをしたわけではないので、詳細なことまでは答弁でき

ないが、市民が対象でないものであれば、市民というようなことを入れると、当然そこはスト

ップするような形で設計していきたい。 

○６番（犬飼このり君）了解した。ぜひお願いする。市民の意向を聞くことも大事であるので、

例えば移住してきた方などは、本市に観光に来てから移住先を決める方もいるので、いろいろ

な形で観光客がどういうことを求めていくのかを把握していくことがよいと思う。 

 その下の温泉調査委託料をもう少し詳しく教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）本年１０月から入湯税の超過課税が始まるので、その課税の目的も、

温泉の保護調査というような形で、本市としても温泉の調査もしていかなければならない。こ

れまでは課税課で調査をしていたものを、そういう観点から、本課で湧出水量や温度なども調

査する。 

○６番（犬飼このり君）では、課税課でもやっているが、観光課でもやると考えてよいか。 

○観光課長（佐藤文彦君）本市としては観光課でやらせていただき、必要に応じて資料提供など

を考えている。 

○６番（犬飼このり君）対象地域は市全域か。 

○観光課長（佐藤文彦君）市全域である。 

○６番（犬飼このり君）その３の３ページ、城ヶ崎海岸維持管理事業は微減である。ピクニカル

コースの辺りで、本市の土地ではないところは今でもあるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）ピクニカルコースについては、駐車場部分等も含め、伊豆急、富戸共

有財産管理組合、海洋公園のほうは蓮着寺の所有地もある。 

○６番（犬飼このり君）その部分を全体的に維持管理しているものと理解した。 

 一碧湖周辺観光施設維持管理事業について、この間、一般質問でもあったが、一碧湖にはベ

ンチや看板などもある。この費用の中でどこまでが施設維持管理の範囲であるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）基本的には遊歩道の清掃、草刈り等の維持管理を行っている。軽微な

ものについてはこの委託料でやってもらうことを想定しているが、大がかりなものは別途、修

繕費で対応していきたい。 

○６番（犬飼このり君）その下の観光施設管理運営事業なども同様にやっていくと思うが、藤の

広場に関して、来遊客の利便性向上を図るとのことで、議場でリエティ広場について聞いたが、
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新しく看板を設置するとのことであった。藤の広場に看板がなく、藤の広場でイベントがある

と言っても、どこが藤の広場か分からないとの声を何度か聞いている。このような施設を管理

運営するに当たり、藤の広場に看板を設置する考えはあるか。 

○観光課長（佐藤文彦君）来遊客の利便性を図るためにやっているので、必要に応じ、分かりに

くければ看板の設置は検討していきたい。 

○６番（犬飼このり君）了解した。藤の広場に関しては、市民が問い合わせたら、看板を設置し

たら中が見えなくなるから設置しないとの回答をされたと聞いている。低めのものなどで、こ

こが藤の広場であると示せば、その辺は解決できると思う。どちらから行っても、リエティ広

場に関しても、中には看板を設置したが、外から分からないとのことで設置すると思う。それ

ならば隣の藤の広場も合わせて整備していかないと、観光客には分からない。市民も藤の広場

がどこか分からないような状況になっているので、この辺の方向性について、どこが川口公園

かも分かりづらい。そのようなことでのイメージ戦略的なものは何か考えていけないか。 

○観光課長（佐藤文彦君）現在でも矢羽根看板等で案内はされていると認識している。市民や観

光客の意見は大事であると思うので、分かりにくければ、また考えていかなければならないと

思う。ただ、そこら中に看板が乱立することは避けなければならないので、必要に応じて設置

を検討していきたい。 

○６番（犬飼このり君）その次に、なぎさ観光駐車場指定管理委託料の範囲はどこまでか。機械

設置の部分の清掃であるのか、どの範囲まで委託しているのか聞きたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）なぎさ観光駐車場の管理運営事業の内容については、駐車場の管理運

営、料金徴収などの料金の支払い業務と軽微な維持管理というような内容の指定管理である。 

○６番（犬飼このり君）地元新聞の報道によると、駐車場の枠の白線を民間の団体の方が引いて

いたと思う。こういうものは市ではやらないのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）今回、ボランティア団体からお声をいただき、線を引き直したことは

事実である。確かに薄れてきており、市でもやろうかと考えていたところ、そのような話があ

ったため、お願いした。基本的には市で責任を持って安全・安心のために白線を引くものと考

えている。 

○１番（鈴木絢子君）その１の２０６ページ、その３の１ページ、先ほども質疑があった観光消

費動向等調査委託と、観光動態分析業務委託について伺う。 

 たしか令和４年度からウェブ調査などで、宇佐美、南部地域、市街地で期間を設けて調査し

ていたような記憶がある。令和７年度はどういう形で行うのか。また、先ほど件数がいかなか

った場合という話があったが、どのくらいの件数を目標としているのか。 

 観光動態分析業務委託については、イベントとか観光スポット等におけるデータ分析とのこ
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とであったが、今考えられているビッグデータを使いたいイベントと、その観光スポットには

どういうところを考えているかを伺いたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）初めに観光消費動向等調査は、鈴木委員指摘のとおり、地区を宇佐美

地区、市街地、南部地区と分けてＱＲを読み取っていただく形のアンケート調査をしているも

のである。どのぐらいの件数を目標としているかであるが、春夏秋冬のシーズンごとに、数字

はちょっと分からないが、宇佐美地区のデータが足りなかったように記憶しており、現場に出

ていたような状況である。 

 観光動態分析調査については、按針祭などのイベント等を想定しており、スポットとしては、

伊東駅や大室山、オレンジビーチなどの伊東八景を中心とした観光スポット等を想定している。 

○１番（鈴木絢子君）その１の２１０ページ、その３の５ページの観光施設整備事業は、オレン

ジビーチ中央ステージ進入路改修工事請負費はオレンジビーチ中央ステージへ清掃車両が進入

するための改修であるが、どのような内容になるのか、また、工事はいつ頃からどのくらいの

期間を予定しているのか。 

 その下の工事請負費について、たしか議場の説明等で観光トイレの撤去事業等と言っていた。

どこのトイレか、また撤去に至った経緯を伺う。 

○観光課長（佐藤文彦君）まず、オレンジビーチの中央ステージの工事について、オレンジビー

チの中央ステージにトイレがある。中央ステージは、国道から歩道を上がって入るが、段差が

あって、トイレや海岸の清掃をする際、段差を乗り越えて入るため、危険である。そこをスム

ーズに乗り入れできるようにスロープをつくる工事を考えている。海水浴シーズンを避け、そ

の後の時期になるものと想定している。 

 トイレの撤去事業については、新井の魚市場にある「黒潮の洗い処」というトイレを想定し

ている。撤去に至った経過については、建設当初はマリンタウンがなかったが、周辺の利用の

環境も変わってきており、今はコンビニやマリンタウンの利用者もいるということで、周辺の

方に聞いてもあまり利用がなく、老朽化も進んでいることから撤去する形で進める。 

○１番（鈴木絢子君）新井の魚市場のトイレは、以前からすごく汚くて、一般質問で取り上げた

こともある。利用者減の理由は、あまりの汚さで利用できないものと思う。観光客、釣り客に

はトイレに駆け込む方もいる。そういう管理の問題もあると思う。今後、新設する考えは全く

ないのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）撤去に至った経過も、利用が全くないとは言えないとは思うが、周囲

の状況が変わったとのことで、必要ないだろうという形で、新たにつくるということは今のと

ころ考えていない。 

○委員長（井戸清司君）昼食のため、午後１時まで休憩する。 
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                午前１１時５８分休憩 

                ─────────── 

午後 １時   再開 

○委員長（井戸清司君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

○１番（鈴木絢子君）２１０ページのジオパーク推進事業の１２、委託料についてである。大室

山観光トイレ設計業務委託料とあるが、どういったものを想定しているのか、また、大室山は

池観光開発がリフト等をやっていると思うが、市が請け負うものとそうでないものの違いが分

からないので伺いたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）大室山の観光トイレの整備事業は、大室山の観光客が増加しているた

めトイレの設置が要望され、それについて、大室山リフトの正面の第１駐車場に建設をするた

め、設計するものである。 

○１番（鈴木絢子君）市がやるものと、池観光開発がやるものの違いはどういうものがあるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）この事業は市のほうが設計をして、その設計に基づいて市のほうが建

設をする形で計画をしているところである。 

○３番（青木敬博君）その３の１ページになる。温泉調査委託について、委託先はどこになるの

か。 

○観光課長（佐藤文彦君）伊東温泉協会を想定している。 

○３番（青木敬博君）伊東温泉協会のホームページを見たが、ここにも温泉の保護・活用と湧出

量調査を実施すると書いてあるが、委託する内容は、温度と湧出量を１年に１度検査するとい

う感じなのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）そのとおりである。 

○３番（青木敬博君）それが県に行き、熱海保健所に行きということであるが、調査結果という

のはこちらに返ってくると思う。全国で３位とよく本市は言っているが、正確な数字なのかと

いつも迷う。こんなにきっちり毎年やっていたことだから、多分正確だと思うが、県単位だと

環境省のデータに出てくるが、市区町村単位のものは出てこない。この３位は、ホームページ

には、今、静岡県で一番と書かれているが、そのデータを基に順位を出しているのか確認した

い。 

○観光課長（佐藤文彦君）全国有数の湧出量ということは、パンフレットや市のほうから発信し

ているが、私の記憶では、過去はちゃんと全国第何位とかというのが日本温泉協会の資料にあ

ったが、最近はそこまで出していないと認識しており、本市としても全国有数の湧出量という

形で今のところ発信しているので、その辺は今後も詳細をつかんでいきたいと考えている。 

○３番（青木敬博君）もし分かればと思うが、多分正確な数字を取ると、東日本１位と言えるの
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ではないかと思っている。余談になるが、日本で一番高い山といったら富士山と誰でも分かる

が、２位は絶対分からない。だから、１位という表現はとても重要で、せっかく金をかけて調

べるのであればそこまで調べて、東日本１位ぐらいを取れたらいいと思う。 

 次に、観光動態分析業務委託料、ビッグデータの話であるが、先ほどの課長の答弁では、多

分報告書として上がってくる形を想定していると思ったが、市の職員が常にサイトで見られる

ものなのか、それとも報告書で上がってくるものなのかを確認させてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）現在考えているのは報告書で、四半期ごとや、最終的には年間を通し

て上げてくる形を想定している。 

○３番（青木敬博君）報告書だとすると、大室山とか藤の広場とか、多分具体的にイベントやエ

リアを指定すると思う。それがどの辺になるのかだけを教えてもらってもいいか。 

○観光課長（佐藤文彦君）予定としては、城ヶ崎海岸、オレンジビーチ、按針祭、つつじ祭り等

のイベント等を想定している。 

○３番（青木敬博君）それを日付ごとに見なければいけないのか。ツツジの咲く時期は決まって

いて、按針祭は８月１０日オンリーである。その日付ごともビッグデータとしては出てくると

考えていいか。 

○観光課長（佐藤文彦君）業者の選定に当たっても、プロポーザルで業者を選定したいと思うの

で、その辺も併せて、よりきめ細かく分かるような分析ができる業者の選定をしていきたいと

考えている。 

○３番（青木敬博君）多分、２５０メートルメッシュとかで、赤くなったり、黄色くなったりと

いうものを基にやると思うが、これはこれでいいと思うが、今大室山とかは真っ赤で集中して

いて、そこから移動している人とかも今後調べる必要があるのではないかという気がするので、

今回は多分そういうことだと理解したので大丈夫である。 

○６番（犬飼このり君）その３の１ページ、先ほどの温泉調査に関しては青木委員が言ってくれ

たが、ほかの市町とかも多分この調査をしている中で、源泉数が減ったりとか何とかとなって

いると思うが、東日本１位とかというのを、この間も聞いた伊東ブランドとしてブランディン

グしていく等と捉えていっていいのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）温泉も大事なブランドとして守っていかなければならないと考えてい

るので、そのように考えていただいて結構である。 

○観光経済部長（小川真弘君）順位については非常にデリケートであり、対外的に出していくも

のは、慎重に出していかなければいけないものなので、その辺も含めて正確なものを出したい

と考えている。 

○６番（犬飼このり君）こういったところもせっかくの資源なので、きめ細やかにチェックをし
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てやっていただきたいと思う。 

 その１つ前の観光消費動向等調査委託料、先ほど聞いたが、委託先を教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）東武トップツアーズという会社に委託する予定である。 

○６番（犬飼このり君）今年度もそうだと思うが、随意契約ということでよいか。 

○観光課長（佐藤文彦君）こちらも当初、プロポーザル方式で決定した経過があり、ある程度複

数年数をこの業者にお願いして、それで判断をしていきたいというため、令和７年度も随意契

約で考えている。 

○６番（犬飼このり君）同じ業者がやるということで、今までの結果に対して、令和７年度はど

のように前回のデータを活用して次につないでいくのか、何かイメージみたいなものが分かれ

ば教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）令和６年度にやらせていただいて、今までは結構データの収集に苦労

したところであるが、今回、それほど苦労をしなかったという話もあるので、基本的には何事

も問題なくやっているが、またさらに改善を図っていきたいと思う。 

○６番（犬飼このり君）分かった。ぜひしっかりと活用していただきたいと思う。 

 その３の５ページ、花咲く伊東整備事業であるが、今までずっといろいろな花で整備してき

たが、今はどのような花で戦略を立てて、７年度はどうしていくのかを教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）どのような花でやっていくかということであるが、メインとなる国道

１３５号の中央分離帯の花壇にアロエとカンナを植栽しているが、そちらの維持管理をしてい

く。あと、オレンジビーチ沿いの花壇、ガザニアという黄色の花等があるが、こちらの捕植等

の維持管理を行っていくことを考えている。あわせて、昨年夏にオレンジビーチへハイビスカ

スを市民と協働で植えて、年を超えるまでは調子がよかったが、冬の寒さで今はあのような状

態になっており、ハイビスカスが本当によければ、そういったものをもっと増やすような形で

考えているので、もう少し経過を見ていきたいと考えている。 

○６番（犬飼このり君）ハイビスカスは海辺の温かいところに咲くものなので、それほど塩害と

かを気にしなくていいと思うので、前にやった松川沿いのブーゲンビリアもそうであるが、風

で１回、全部根っこが出てしまっていたため連絡したことがあるが、花の種類ではなくて管理

の仕方だと思う。今までずっと同じところに維持管理をお願いしているのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）それぞれの観光施設により、シルバー人材センターや、中央分離帯は

専門業者の造園組合、緑化組合にお願いしているので、専門的な業者を基本的にはお願いして

いる。 

○６番（犬飼このり君）分かった。本当に管理次第で大分変ってくると思うので、しっかり花と

海といで湯の街としてＰＲしていただきたいと思う。本市の花はツバキであるが、つばき観賞
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会以外に活用して何かをするとかは考えていないのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）委員のおっしゃるとおり、つばき観賞会を今ちょうどやっているとこ

ろであるが、そのほかには特には検討していない。やはりツバキというのは時期が長いもので

あるため、それを取って一輪挿しで見ていただくという形でツバキをアピールしていきたいと

考えている。 

○６番（犬飼このり君）先ほども言ったが、せっかくある資源を、やっている感だけではなくて、

ちゃんとそれを活用していかなければいけないと思う。何かのキャラクターに伊東椿月という

のがあったように、そういうところにリンクさせて、どんどんブランド化していくのがいいと

思うが、花に関しては年中咲いているイメージでいるのか、それとも季節物だけでそろえてい

くのかを教えてもらっていいか。 

○観光課長（佐藤文彦君）理想は年中咲いていることを考えている。 

○６番（犬飼このり君）その３の６ページ、大室山観光トイレ整備事業について、数とか男女比

が分かれば教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）便器の数とかは、これから詳細な決定をしていきたいと考えている。 

○６番（犬飼このり君）分かったらまた教えていただきたい。 

 ７ページの美しい伊豆創造センター負担金は、毎年多額な負担金を出していて、広域的かつ

戦略的な観光プロモーションと書いてあるが、これはどういうことを予定しているのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）美しい伊豆創造センターの広域的かつ戦略的な観光プロモーションと

いうのは、広域的とは、やはり伊豆半島が１つにまとまって、そのスケールメリットを生かし

て発信していくという形で、本市だけではなくて、伊豆というブランドを国内、首都圏とか海

外に発信していくことを想定して記載した。 

○６番（犬飼このり君）美しい伊豆創造センターに、本市から何か意見とか要望などは出せるの

か。 

○観光課長（佐藤文彦君）本市も当然構成員になっているので、意見とか要望があれば、会議等

を通して伝えることができる。 

○６番（犬飼このり君）１３市町が入ってやっているということであるが、伊豆全体として捉え

ていると思う。ただ、周遊していく手段がないと、なかなか回ってもらえなかったり、モデル

ルートがあまり見えてこない。キャンペーンをやっているとか、ロゴが出てくる割にはやはり

見えてこないし、組織を知らずとも、美しい伊豆というのをどんどんつくっている印象はない。

本市として、ここに同じ伊豆だからということでやっていると思うが、あまり効果が出てこな

いのであれば、続けなくていいのではないかと私は思ってしまうが、その辺の考え方とか、ど

のようにしたくてここに負担金を出し続けているのかを教えてもらいたい。 
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○観光課長（佐藤文彦君）やはりその３に書いてある理念のとおり、先ほども言ったが、伊豆半

島として一緒にやっていくことが大事で負担金を出している。メリット、デメリットは確かに

あるかもしれないが、まとまってやっていくことが大事な形と思っている。本市としても、事

業が見えにくいというのは、我々の発信が足りないこともあるが、もう少し皆に理解していた

だくような事務内容はこれまでも伝えているところなので、その辺も併せて、これからもまた

美しい伊豆創造センターに伝えていきたいと思う。 

○６番（犬飼このり君）ぜひ続けてやっていただきたいと思う。日本の方は周遊をするというの

はないと思うが、外国の方とかは来たらいろいろ回っていくというのが当たり前になっている

ので、こういうのをしっかりと有効活用していかないと、結構な額になっているので、お願い

したいと思う。 

 その３の８ページ、ＨＩＫＡＲＩにぎわい演出事業は金額が上がっているが、令和７年度は

何をするために上がったのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）ＨＩＫＡＲＩにぎわい演出事業は、竹あかりのメンテナンスであり、

昨年度から伊東駅前ロータリーにも設置して、メンテナンスの箇所が増えたため増額をしてい

る。 

○６番（犬飼このり君）分かった。確かに本数が増えている。竹あかりと東海館のちょうちんも

多分含まれていたと思うが、観光の方はあまり夜に外に出ない印象があって、これをどのよう

にＰＲしているのかを教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）竹あかりは、温泉情緒を醸し出す一つのツールとして絶大なる効果が

あったものと認識しているところである。そこは伊東温泉の一つのコンテンツとして継続して

やっていきたいと考えている。 

○６番（犬飼このり君）観光客が、宿泊施設の２時から３時のチェックインに合わせて、電車を

降りてお昼過ぎに着く。そのときにはもちろん竹あかりはどこもついていないので、印象が分

からない。旅館で置いてあるところでは分かると思うが、その後、夜になって、例えば少し離

れた宿泊施設では市街地まで行くのが大変だとなったときに、竹あかりを見たいが、見られな

いということがあると思う。せっかく事業として金を出しているのであれば、そういう周遊で

きる仕組みは考えていないのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）伊東駅にまず竹あかりがあり、そこから東海館、松川遊歩道という形

で、市内地を巡ってもらうコンセプトで竹あかり等をやっているが、市内全体の周遊となると、

現実問題なかなか難しいことがあるが、そういった視点もこれから取り入れていかなければな

らないと思うので、検討していきたいと思う。 

○観光経済部長（小川真弘君）あとは飲食店とか商店街とか、夜に出ていきやすい形に連携して
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客に外に出ていただく。また、ポスター等を旅館にたくさん貼ってもらっているので、竹あか

りは、これは個人的な好き嫌いがあるかもしれないが、私はすごくいいものだと思っているの

で、こういったものをどんどん広げてもっと歩いていただく、本市のイメージアップを図るこ

とも伊東ブランドと考えているので、よろしくお願いする。 

○６番（犬飼このり君）私も別に嫌いなわけではなく、きれいだと思う。ただ、例として言うと、

東伊豆町の大川は、蛍を見に行くのにバスで行く。各施設が送迎するほか、連携して何か所か

を回って送っていく。本市でも蛍観賞会があるときに、それも含めて周遊できるような仕組み

とかを、旅館組合とか観光協会とかが関わってくると思うが、そういう仕組みも含めた事業に

していかないと、単体で「うちやっていますよ」、「うち、これすごくいいと思いますよ」だ

けでは、事業として効果が上がってこないと思う。せっかくつくって、部長もすてきだと思っ

ているものが、人目につかない機会のほうが今は大きいのではないかと思う。市街地に泊まっ

ている方は、いでゆ橋のところまで行って写真を撮ったり、遊歩道を歩いたりしているが、伊

豆高原に泊まった方には見てもらえない。例えば伊東駅までの送迎を何時と何時にするという

ことをしていったほうが効果が上がるのではないかと思うが、今後、それが補正予算に上がっ

たときに反対しないという前提であるが、そういったことは考えていく可能性とかはどうか。 

○観光経済部長（小川真弘君）なるべく一人でも多くの方に見ていただきたい思いを持っている

ので、その辺も含めて研究させていただきたいと思う。お金が結構かかる話になってくるので、

よろしくお願いする。 

○委員長（井戸清司君）質疑は簡潔に。意見は討論で願いたい。 

○６番（犬飼このり君）討論がすごく長くなるので、今言いながらやりたいと思う。 

 竹あかりに関して、事業は引き続きＳＢＳでよいか。 

○観光課長（佐藤文彦君）おっしゃるとおりである。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 ＹＵＫＡＴＡにぎわい演出事業は負担金に変わったが、今までは補助金だったのが負担金に

なった理由と、それによって何が変わるのかを教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）事業については特に変更等はない。ただ、今までは委託事業という形

でやっていたが、実行委員会形式でやっているので、本市としては、その事業に対する応分の

負担をする形で考えており、市の公的な委託ではなく、実行委員会の皆と一緒にやっていく、

その応分の負担をするとの認識で捉えている。 

○６番（犬飼このり君）恐らく今は実行委員会でやっていると思うが、負担金になったことによ

り、今後は、実行委員会の皆が主導していくとの意識でよりやっていただけると思うが、そう

いった考えでいいのか。 
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○観光課長（佐藤文彦君）まさに犬飼委員がおっしゃるとおりで、市のほうも入って事務局をや

っているが、本来は実行委員会の皆が主導でやっていくことを目指していく形で考えている。 

○６番（犬飼このり君）これはそのうち、うまくいけば独立していく可能性はあるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）最終的には離れて、委員会の皆で自走していただくのがベストだと考

えている。 

○６番（犬飼このり君）前のときにも聞いたが、夏の間だけやっていて、とても採算が合わない

と思うが、その後、今の空いている場所はどのように活用しているのか、また、活用していな

いとしたら、今後はどのように活用していくのかを教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）ゆかたびをオープンしている旧観光案内所のことだと思うが、今年の

ゆかたび事業も夏の間のオープンを予定しており、現在、それ以外の期間については、活用方

法は特に持ち合わせていない。引き続きどういう活用ができるかを考えていきたい。 

○３番（青木敬博君）先ほどの観光消費動向等調査委託料について、犬飼委員への答弁で、アン

ケートが集まりやすくなってきたとの表現があったが、気になることがあって１つ質疑するが、

アンケートはウェブだけで終わると、逆に無差別化ができていないので、そこをちゃんと入れ

ないと、逆によくない。もしウェブだけで集まってしまったら、そうなっていないことを祈り

つつ、ウェブだけでいいという契約になっているのか。ウェブだけである程度人数が集まって

しまったら、それでオーケーとの契約になっているのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）全てウェブだけでの契約になっている。 

○３番（青木敬博君）一応念のため言っておくと、ＱＲコードを読み取って参加するアンケート

にインセンティブがついて、それだけでやってしまうと、やりたい人だけが、要するに偏った

人だけが集まってしまうことがあるので、今まで何年かを見ているが、ちゃんと人が入ってい

た。人が入ると無作為率が上がるので、データとしては信用性が上がってくる。今やっている

ものの前のやつは、多分インセンティブとか何もない状態でやっていたと思うが、それとほぼ

同じ結果が出ているから大丈夫だとは思うが、一応そこら辺は気にしたほうがいいと思う。計

算してみたら、６５０万人が来訪していて、１，５１７人が答えているが、誤差が２．５％ぐ

らいなので、ちゃんとしたデータだと思う。一応そこは気をつけたほうがいいと思うというこ

とだけは伝えておく。 

 その３の５ページ、オレンジビーチ中央ステージ進入路改修事業は、先ほど鈴木委員が質疑

して、段差があって道路側を直すという答弁であった。一番右端から車が入れるが、あそこは

確かにこちら側から行くと３６０度回らなければいけないから、無理だから中央に造るかと思

った。トイレの先も段になっているが、あそこは何もやらないのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）海岸側については、特に予定はしていない。 
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○３番（青木敬博君）その３の１５ページ、外国人観光客誘致活動推進事業は、去年からたしか

ビッグデータを使ってデータを取っていると思うが、内訳を聞きたいが、去年かおととしはた

しか５００万円ぐらいが調査で、１００万円がトップセールスで市長が行く予算だったと思っ

たが、それは今年も変わらずか。 

○観光課長（佐藤文彦君）６００万円の内訳は、委員の言うインバウンドの宿泊等の調査事業と

して３００万円を想定している。総合パンフレットの作成事業に１００万円、中国へのウェイ

ボー等の情報発信に１００万円、トップセールスに１００万円の形で考えている。 

○３番（青木敬博君）次はその３の１７ページで、伊東市観光プロモーション事業についてお伺

いする。令和５年度までは、観光プロモーション推進事業はブランドブックを軸として取組を

していた。まくら投げや、星空ツアーをやっていたが、今年は２５０万円増えているというこ

とだが何をやるか、教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）これまでもブランドブックを作成したりなど、本市のイメージづくり

に努めてきて、令和７年度は、地元グルメの開発の調査や、今までやったことのないインフル

エンサーを活用したＰＲ等の意見が出て、今までは内部でやってきたものを外向けに発信する

事業を新年度は考えている。 

○３番（青木敬博君）そのようなことを思っていたので、ブランドブックは自分も少し関わらせ

てもらったが、あれは市民向けで、市内にこんな宝があるとやっているので、外向けの情報と

しては扱いがよくないというか、相性がよくないと思っていた。先ほどから出ている観光消費

動向等調査では、大体伊東に来る来訪理由は１位が温泉で、２位がおいしい食事が何十年と断

トツで５０％以上を超えている。逆に考えれば、観光客が価値と思っているのはそれなので、

今回は地元グルメ開発であるが、それ以外にほかに何かやることはないのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）主に２つの柱として、先ほど言われたブランドブックを活用したイン

ナーブランディング事業と、伊東のブランディング事業という形で、繰り返しになってしまう

が、地元グルメとインフルエンサーを活用した事業で、今のところそのような形で事業を予定

している。 

○３番（青木敬博君）その下のデジタルマーケティング事業について、多分これはインバウンド

向けの動画配信だと思うが、国はどこになっているかと、前回の予算か決算のときの話だった

かは忘れてしまったが、台湾からは若年層が来ていて、見ているとのデータが出ていたので、

そのあたりをどう今年度は変えていくのかを教えてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）新年度の配信をする国は、本市を訪れることが多い国の台湾、香港、

韓国をターゲットに考えている。年間２回予定をしているところで、これまでデータを蓄積し

て、若い方が多いということなので、引き続き過去のデータを蓄積して効果的に使用していく
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ことを予定している。 

○３番（青木敬博君）韓国は今までやっていなかったと思うが、韓国は今回入ったのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）今まではやっていなかったが、今回は想定している。 

○３番（青木敬博君）その３の２１ページ、リノベーションまちづくり推進事業は具体的に何を

やるのか。遊休不動産を活用した地域を活性化する事業プランは、空き家を想定しているのか、

商店街の空き店舗を想定しているのかを確認したい。 

○産業課長（川口貴保君）現在、空き店舗の活用を想定しており、市と商工会議所、商連と連携

をする中で、駅の近くになると思うが、商店街のエリアを定めてということで考えている。 

○３番（青木敬博君）そうすると、スクールを開催するのか。スクールをやって、スクールをや

った生徒たちがどこか１店舗を改装するイメージで合っているか。 

○産業課長（川口貴保君）スクールの内容は、先ほどの調査をする中で、８名程度の受講生が１

つのグループをつくる形になり、不動産のオーナーが提供する遊休不動産を題材にして、３日

間でそれを活用した事業プランを作成して、最終的にオーナーの前でプレゼンを実施して、そ

の後、後々、それをスクール生がやるのか、またほかの方が手を挙げるのかということにはな

ってくるが、事業化を目指していく流れになる。 

○３番（青木敬博君）そうすると、８名ぐらいが１店舗ということになるのか。 

○産業課長（川口貴保君）基本的には１店舗の形になってくる。 

○６番（犬飼このり君）その３の９ページ、宿泊業の経営力基盤強化事業費補助金は、社員寮整

備等に対する補助を行うということであるが、もう少し詳しく説明願いたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）宿泊業の経営力基盤強化事業費補助金は、深刻な人手不足に陥る宿泊

業者において、生産性向上と雇用の安定を図るため、業務効率化や生産性向上の取組及び社員

寮の整備に対する補助を実施するものである。補助率は市が４分の１、県が４分の１、宿泊業

の事業者が２分の１の形で考えている。内容は、例えばスマートチェックインシステムの導入、

配膳ロボットの導入は１施設当たり７５万円を上限としている。従業員の住環境の改善で社員

寮の整備は、今あるものを壊して建て替えることは、１戸当たり２００万円、あと改修、キッ

チンとかトイレとか浴室、Ｗｉ－Ｆｉの整備は１戸当たり２５万円の補助上限を考えている。 

○６番（犬飼このり君）スマートチェックインや配膳ロボの話があったが、今いろいろなものが

デジタル化されて、そのようにはなっているが、伊東の温泉地としての魅力が果たしてそうい

うところにつながるかどうかは、本市としてはロボット化していくことでいいと思っているの

か、それとも対面でできるだけやっていったほうがいいと思っているのか、その方向性を教え

てもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）やはりおもてなしは大切な一つのものだと思い、伊東ブランドの一つ
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にもなると思う。ただ、そうはいっても人手不足は全国的にあるので、本来あれば人でやれば

いいのかもしれないが、それはそれぞれ宿泊業事業者の選択で、どうしてもスマートチェック

インという形になるのか、併せて従業員の寮の整備のメニューもあるので、こちらは人間が入

る形でやっているので、両面担保していると捉えている。 

○６番（犬飼このり君）社員寮整備が入っているので、人にも向けているとは思うが、現状とし

て、社員寮に入るということは市内に住んでいない方が前提だと思う。今は観光の場でも外国

人の労働者が多くて、おもてなしをするスタッフも外国人である。こういったところにデジタ

ル化、ロボット的なものが来てしまうと、日本らしさ、伊東らしさが損なわれていくのではな

いかという気がするが、２，０００万円の財源は入湯税からなのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）財源のほうは入湯税と認識している。 

○６番（犬飼このり君）分かった。本市が目指す伊東温泉をしっかりとつくっていかなければい

けないと思う。 

 その次の伊東温泉魅力創出事業費補助金は、温泉を活用したイベントの企画等と書いてある

が、今予定しているイベントはあるか。 

○観光課長（佐藤文彦君）温泉を活用したイベントは、特に具体的に想定しているものはないが、

例えば温泉を使った商品開発、商品の造成、商品開発を想定している。 

○６番（犬飼このり君）商品開発は主にどこがやっていくのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）補助対象の団体は、観光事業者等や団体等を想定している。 

○２番（竹本力哉君）その３の７ページ、宣伝費、一般経費の部分で、先ほど各補助金に対する

話もあったが、ここに出ている６項目に関してそれぞれ負担金を出しているが、これは例えば

市の規模に応じた応分の負担金なのか、一律に課せられているものなのか、内訳について説明

をしてもらいたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）例えば県の観光協会の負担金は、均等割、人口割、宿泊客割り、観光

レクリエーション割り、財政割りという形で算出根拠があり、それぞれの市町村の状況に応じ

て負担金の金額が決まっており、他のものについても、基本的にはそのような考え方で負担金

の金額が算出されている。 

○２番（竹本力哉君）負担金を出すのと併せて、例えば協議会等に対して例えば委員を出すとか、

意見を言う機会はあるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）負担金を出しており、協議会の役員にもなっているので、総会や理事

会等に出席する機会があるので、そういった機会はある。 

○１番（鈴木絢子君）その３の９ページ、先ほどの宿泊業の経営力基盤強化事業費で、こちらは

県が始めた事業だと思う。昨年度、伊豆市、熱海市、河津町、浜松市、下田市がこの事業をや
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っているのを見た。令和７年度、本市が始めるに当たって、事業者からこういったものを取り

入れてほしいとの声があったのか、もしくは、他の市町の様子を見て取り入れたのかを聞きた

いのが１点と、あとは、やる内容によって補助額は違うが、大体何件ぐらいを想定して予算を

立てたのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）宿泊業の経営力基盤強化事業費補助金は、県の事業であり、本市の旅

館組合からも要望があり、今回予算をお願いしている。生産性向上が５件、寮の更新等が５件、

改修が２５件程度を見越している。 

○１番（鈴木絢子君）８ページのＹＵＫＡＴＡにぎわい演出事業について伺いたい。以前は商店

街と連携して、多分Ｒ－ｓｈｉｐか何かを利用して、まちのにぎわいや、周遊できるような浴

衣の日か何かに、そこに何かの事業もやっていたかと思うが、令和７年度では、ＹＵＫＡＴＡ

にぎわい演出事業において商店街との連携はどういった形で図っていくか伺いたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）商店街の連携も大変重要なことであるので、引き続き７年度も連携を

して、浴衣を着てくれた方にはサービスをする連携は引き続きやっていきたいと考えている。 

○１番（鈴木絢子君）ＹＵＫＡＴＡにぎわい演出事業を毎年やっていて、温泉情緒あふれるまち

の中を浴衣の人がいっぱいいることを想定していると思うが、今、若い人たちは、旅行とかに

行ったときに、浴衣を着てまちを歩きたいとか、京都へ行くにも着物を着て、修学旅行のとき

に皆で着物を着た中でいろいろまちを散策して、写真を撮ったりすることがとてもはやってい

るようである。そういったことをイメージしてやっていると考えてよいか。 

○観光課長（佐藤文彦君）鈴木委員の言うとおりである。 

○１番（鈴木絢子君）そうなったときに、例えば修学旅行で来て、１０人グループとかの人たち

を浴衣で着つけることが、イメージしてこうしたいということはもちろんすごく分かるが、そ

れが本当に物理的に可能なことなのかが分からないと思って聞きたかったが、そちらはどうな

のか。例えば１時間で着つけられる人数も、１人、２人であれば町なかであまり広がっていか

ないが、１時間でどのくらいを想定している等はあるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）場所とか着つけをする人の手配人数でいかようにもなるのかなと思っ

ているので、その辺は事前に修学旅行等で何人来るかというのが分かれば手配していく必要も

検討していかなければならないし、飛び込みで来るときにはスペースも限られているのでなか

なか大人数には対応できないかと思うが、なるべく利用者の皆さんのニーズに応える形でやっ

ていきたいと思っている。 

○１番（鈴木絢子君）その３の１１ページの冬季イベントについてである。冬季イベント全日本

まくら投げ大会に今年度参加させていただいたが、すごく活気があり、４８チーム中４４チー

ムが市外からの参加で、とてもにぎわっていた。こういうものを続けるのはすばらしいと思う
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が、令和７年度も今年度と同じような形でやられるのか伺いたい。というのも、参加者しかそ

の場にはいられない。県外から来たときに、応援に来たい人も多分いるが、そういう人を受け

入れられない状況である。例えば、こういった予算の中で、近隣の南小、南中など空いたとこ

ろも活用したものを考えたりもできるかなと思って、令和７年度はどういったことを考えてい

るか聞かせてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）令和７年度についても２日間で行う。今の参加チーム数で精いっぱい

だと認識しているところであり、参加するチームだけではなく応援する方についても、確かに

なかなか見るスペースがないことが実情であるので、そういった応援する方が見て楽しめる、

市民の方が楽しめる方策を考えていかなければいけないと考えている。 

○１番（鈴木絢子君）その１の２１６ページのマリンタウン建設費について伺う。マリンタウン

建設費でプロムナード整備工事請負費が入っている。昨年度も太陽の広場中央部分に日よけを

造ったと思うが、令和７年度はどういったものをやるのか教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）今年度、プロムナード整備事業という形で日よけとベンチを整備した

ところである。来年度については、今年度行った左右に同様の日よけとベンチを設置すること

を想定している。 

○１番（鈴木絢子君）商工費について伺う。２１８ページの商工費、委託料で市街地活性化事業

委託料を９５０万円計上しているが、昨年は１，１００万円であった。今年度の積算根拠を教

えてほしい。 

○産業課長（川口貴保君）市街地活性化事業については、昨年までのまちなかにぎわい創出事業

と同様の内容になるが、令和７年度の予定としては、藤の広場でのイベントを１０回、さんぱ

りおでのイベントを３回ということを想定しており、さんぱりおでのイベントが５０万円、藤

の広場でのイベントが８０万円ということで、合計９５０万円と積算した。さんぱりおについ

ては、昨年１２月に行ったイベントの実績が約５０万円であるので、それをベースにした算定

となっている。 

 事業者の選定に当たり、今回はプロポーザルを導入しようと考えているので、この金額での

契約ありきということではなくて、あくまで最終的に事業者が提示してきた額となるので、こ

の金額での契約ということではないということでご理解願う。 

○６番（犬飼このり君）先ほどＹＵＫＡＴＡにぎわい演出事業の質疑を１回完結させたが、鈴木

委員への答弁のときに、若い子向けに人数が多くても対応できるのではないかという話があっ

たが、これは夏の時期以外でもゆかたび実行委員会の人とかにお願いすることとかはできるの

か。そういう形で協力をお願いできるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）基本的には、ゆかたびがオープンしている夏の期間と捉えているが、
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規模によって、修学旅行とかそういったニーズによって個別に検討していきたい。 

○６番（犬飼このり君）というのは、去年国際交流フェスタを行ったときに、私が違うセクショ

ンに行ってしまったので、着つけができる人を誰かゆかたびとかでお願いできないかと聞いた

ら、できないとの回答であった。せっかく同じ市内で事業をやっているにもかかわらず、そう

いう協力が得られないのであれば、市の看板を掲げてやる必要はないのではないかと私は思っ

た。先ほど来あったが、若い人たち、日本人も外国の方も、やはり着物を着たい、浴衣を着た

いという中で、せっかくＹＵＫＡＴＡにぎわい演出事業を市でやっているのであれば、年間を

通してできるような仕組みにしていったほうがいいのではないかと思う。今回負担金になった

ことで事業が独立してくれればそういうことが可能かと思うが、そういったことで協力体制、

例えば市で行う国際交流のことに対してもいろいろ予算はついていたから、そういったときに

協力していただくようなお願いは、市のほうからできるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）協力はどんどんしていくべきだと考えるので、そこはどんどん協力し

ていきたい。 

○６番（犬飼このり君）ぜひお願いしたい。 

 その３の１０ページ、夏季イベントでタライ乗り競走や花火大会がある。今年度、リエティ

市との４０周年があり、タライ乗りに関して少し事業を拡大するので金額が上がったのかと思

うが、予算が上がった理由は何か。 

○観光課長（佐藤文彦君）予算が増額した理由は、川に構造物を建てる関係上、構造計算が必要

になったため、その調査費用が増額の理由である。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 １２ページの冬季イベントに今までは記載されていた、めちゃくちゃ市が負担金になって独

立した理由を教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）めちゃくちゃ市については、実行委員会で各市内の関連団体が組織し

て事業をやっているので、先ほどゆかたびと同じように、最終的には市も参画はするが、応分

の負担で、最終的には独立し、自走していってもらうことを目指して負担金とさせていただい

た。 

○６番（犬飼このり君）その下の按針祭執行事業負担金に関しても、同じような考え方でいいか。 

○観光課長（佐藤文彦君）犬飼委員のおっしゃるとおりである。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 その３の１６ページ、伊東温泉観光振興事業費補助金の中で、タイムリー誘客宣伝対策事業

というのがあるが、詳しく教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）タイムリー誘客宣伝対策事業については、旅行会社等とタイアップキ
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ャンペーンを実施する経費で、観光ＰＲに関する経費と理解していただければと思う。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 その下の誘客対策促進事業である。伊東旧見番１００年記念事業というものがあるが、これ

はどのようなことをやるか教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）伊東旧見番が１００周年を迎えるため、記念事業を行うという内容で

ある。内容としては、伊東だけの芸者ではなくて、近隣の熱海や長岡といったところの芸者に

も参加していただき、観光会館ホールで記念事業を行うものに対する補助である。 

○６番（犬飼このり君）近隣の熱海などは常に芸者のお稽古が見られるようになっているが、本

市は年間に何回かしか見ることができないので、これに向けて、市民への周知というか理解は

どのようにやっていくつもりか。 

○観光課長（佐藤文彦君）ホームページや広報いとうなど、さまざまな媒体を活用して周知に努

めていきたいと考えているが、あとは主催者である旧見番等と一緒に周知することもやってい

きたいと思う。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 その下の三浦按針顕彰活動支援補助金の主体はどこになるか。どんな団体がどのようなこと

を行うのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）こちらは、三浦按針を知らしめる活動をする民間の団体に対し、市が

支援していくという補助金になる。具体的には、顕彰周知事業と観光振興事業の２本柱を考え

ており、顕彰周知事業については、例えばのぼりや顕彰碑をつくるようなものに対して補助す

るとか、観光振興事業については、三浦按針を題材に何か商品開発や、史跡を回る等のツアー

を企画した者に対して補助をするということを想定している。 

○６番（犬飼このり君）その民間の団体というのはどこか。 

○観光課長（佐藤文彦君）民間の団体というのは、観光協会、市民活動団体を想定している。ま

た、民間の観光事業者等も想定している。 

○６番（犬飼このり君）分かった。恐らく按針会等が関わってくるのかと思う。按針祭執行委員

会のときとかも言うが、按針との関わりというのが少しずつ知られてはきたが、やはりいまだ

に分からない方がいる。この間、ＮＨＫの「歴史探偵」で按針をやったときも、本市からはお

知らせがなかった。普段、ロケツーリズムのときはこんなのをテレビでやると言っていたが、

せっかく伊東市役所でロケをして、按針のことを取り上げているときに、お知らせがない。こ

ういうところである。やはり補助金を出すからとか、予算を使ったからではなく、いかに伝え

ていくかということが大事であるが、そういうところをまずやっていただきたい。 

 １７ページに行ってまくら投げプロモーションであるが、令和６年度は審判育成をするとか
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という話があったが、それはどうなったか。また、令和７年度にどういったキャラクターを使

ってやっていくのか、キャッチコピーとかも併せて教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）審判の育成については、公式ルールをしっかり覚えるのと、マニュア

ルがあるので、審判は観光課の職員や観光協会の職員もやっていたり、あとはそういった形で

審判は育成しているところである。 

 どういったコンテンツを使っていくかというのは、基本的にはこの枕投げのキーコンテンツ

であった動画のくにおくん等を活用して継続してやっていくつもりである。 

○６番（犬飼このり君）くにおくんとか、ＡＫＢの子とかを使っていたと思う。それが悪いとは

言わないが、ただ、キャッチコピーが最初から「まくらで、戦え。」だと思うが、やはり昨今

性被害の話があったときに、芸能界の性被害の話なども出てきた。そこで、やはり枕営業とい

う言葉があるように、そういうものを連想する人も出てきてしまう。確かに枕投げだからそれ

は分かるが、やはり若い女の子が「まくらで、戦え。」などとなると、ちょっと気になる、引

っかかる人たちも出てくるし、実際に被害に遭った人たちからしたらすごくつらいことだと思

う。なかなか難しいとは思うが、キャラクターとなる人を替えるとか、ちょっとそういうとこ

ろにも配慮が欲しいと思うが、そういう替えていくような可能性はないか。 

○観光課長（佐藤文彦君）替えていく、替えていかないということよりも、全ての方々に配慮し

ていくという形ではやっていく必要があると思うので、その辺気をつけてやっていきたい。 

○委員長（井戸清司君）暫時休憩する。 

                午後 ２時 ５分休憩 

                ─────────── 

                午後 ２時 ５分再開 

○委員長（井戸清司君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

○６番（犬飼このり君）不適切かどうかということになってしまったが、一般的にはそういう話

で広がっていってしまう。本市がせっかく枕投げでプロモーションしていこうというときに、

そこに引っかかってしまってはもったいないことであるし、やはりキャラクターである。女性

を使ってとなると、今の時代には少し厳しくなるかなというのがあって、その辺もちょっと配

慮していただきたいと思う。 

 前に枕投げの中でオリジナル浴衣とかをつくっていたような気がするが、これは今どうなっ

ているか。 

○観光課長（佐藤文彦君）現在公式まくらは使用しているが、オリジナル浴衣は特にないと認識

している。 

○６番（犬飼このり君）プロモーションの中でそういうことをやっていくということだったかも
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しれないが、この枕投げに使う浴衣をゆかたびでも着られるとか、そうやってリンクさせて広

げていったほうが観光プロモーションとして大きいものになっていくと思うので、そういうこ

とをお願いしたい。 

○委員長（井戸清司君）１０分間ほど休憩する。 

                午後 ２時 ７分休憩 

                ─────────── 

午後 ２時１５分再開 

○委員長（井戸清司君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

○５番（浅田良弘君）その３の９ページ、宿泊業の経営力基盤強化事業費補助金であるが、これ

はデジタル技術の導入による業務効率化ということで、配膳ロボットのことを言っていると思

う。ちょっと腑に落ちないのが、社員寮の整備に２００万円まで出すというが、ここら辺、ど

ういう経緯で補助事業ができたのか。この辺について教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）こちらの事業については、もともとは県の宿泊業の支援の事業であり、

県の事業に本市も乗ったという現状である。補助率に関しても、県の要綱に準じて本市も要綱

をつくって対応することを想定している。 

○５番（浅田良弘君）これは県に申請を出して県が承認するのか、本市である程度推薦するのか。

そこら辺はどうか。 

○観光課長（佐藤文彦君）市が受けて、併せて県に申請する形で想定している。 

○５番（浅田良弘君）そうすると、申請したが駄目だったケースも出てくると思う。申請が通ら

ない可能性には、どういった要因が挙げられるのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）窓口は市で、本市の観光課で県の申請書、市の申請書を受けるが、県

の交付要綱があり、交付の条件がいろいろあるので、そちらを審査させていただいて、それに

パスすれば交付に進んでいく形になろうかと思う。 

○５番（浅田良弘君）次の伊東温泉魅力創出事業、これは温泉を活用したイベントの企画等に対

する補助に２，５００万円もの計上がある。これは、どのように補助を出すのか。これも県の

事業か。 

○観光課長（佐藤文彦君）市独自の事業であり、入湯税と超過課税を活用して本市の誇る温泉資

源を活用していく形で補助金を創設したものである。２，５００万円の内訳としては、温泉の

設備等の改修事業に２，０００万円、温泉を活用した魅力創出事業に５００万円と考えている。 

○５番（浅田良弘君）温泉の設備等の改修ということは、これは対象がホテル、旅館、あるいは

宿泊業をやっている事業所だけに出るものなのか。地域にある公共の銭湯には活用できないと

いうことか。 
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○観光課長（佐藤文彦君）施設の整備の補助対象者であるが、基本的には浅田委員がおっしゃっ

た旅館、ホテル等、入湯税の特別徴収義務者を想定しているところである。 

○５番（浅田良弘君）区が運営している銭湯には使えないと理解した。 

 その３の７ページの宣伝費で、富士山静岡空港利用促進協議会負担金について、空港の利用

の促進及び需要拡大を図る諸事業に対する協議会への負担金となっている。静岡空港の利用を

促進することによって、本市に与える影響はどういうことが挙げられるのか。また、空港の利

用者を増やすため、どのように利用促進を図っていくか、この辺の考えはあるのか。 

○都市計画課長（増野武史君）富士山静岡空港利用促進協議会では、本市に宿泊する中国人向け

のクーポンを配っており、本年度は８月時点、本市でクーポンが２０件利用されている。１件

につき１万５，０００円のクーポンで、本市では、そういった方が２０件宿泊されていると聞

いている。 

○５番（浅田良弘君）本市にとっても、これは効果を発揮していると理解した。 

 昨年もあったが、７ページの宣伝費、県東部地域スポーツ産業振興協議会負担金はスポーツ

イベントの誘致等を図っているとのことである。昨年もあった事業であるが、負担金に対する

費用対効果ではないが、本市に対しての効果はどういうものが挙げられるか。 

○観光課長（佐藤文彦君）本市のメリットとすると、こちらの協議会であるが、スポーツイベン

トやスポーツの関連施設の情報発信事業を行っているほか、知識の習得、連携とか交流に関す

る事業を行っているので、そういったところに参加することによって、本市もこういったスポ

ーツ産業の振興に係る知識を蓄積しているということが考えられる。 

○５番（浅田良弘君）分かった。 

 先ほど来から出ているＨＩＫＡＲＩにぎわい演出事業について、竹あかりがとてもきれいだ

と。私も見て十分分かる。ところが、伊東駅前のロータリーに新しくつけたところ、それに対

して、ロータリーを使う人たちから、車が通行するのに危ないという意見もあった。そこら辺

の対応はできているのか。 

○観光経済部長（小川真弘君）確かに委員おっしゃられたように、おととしの１２月につけたと

きにタクシー協会から、竹あかりを設置したことにより少し左右の見通しが悪くなったと意見

をいただき、一緒に考えて、大きなカーブミラーを正面に付けることを協議し、そこである程

度合意が得られたため、付け替えの対策をした。 

○６番（犬飼このり君）その３の１８ページ、ロケツーリズム推進事業が２００万円減額になっ

ているが、理由を教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）減額の要因としては、毎年そうであるが、事業を見直しているという

ところと、昨年は「リンカイ！」の販促物が発生した経緯もあったので、その分が減額になっ
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ている。 

○６番（犬飼このり君）今年度のロケ実績や、現段階で決まっている次年度の予定があったら教

えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）現段階のロケ実績であるが、ロケ決定数が７２件、問合せ件数が１４

８件、決定率４９％という形で、例年を見ても順調に推移していると評価している。次年度に

おいても、同じく受入れ体制をしっかりときめ細かくやっていきたい。 

○６番（犬飼このり君）次の２０ページ、マリンタウン建設費のマリーナ改修事業であるが、こ

れは恐らく幹線ケーブル張替えということで増額している。今、マリーナの料金は船の大きさ

とかで違うと思うが、どれぐらいの人が利用しているか教えてほしい。 

○観光課長（佐藤文彦君）マリーナの利用状況であるが、令和６年１２月末時点で１５７艇、前

年比１０３％で、ほぼ、満艇に近いものと認識している。 

○６番（犬飼このり君）こういうマリーナの整備のときに利用者、船を持っているオーナーから

余分に少しもらったりとかはないのか。全部市のほうでやるようになっているのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）マリーナの利用者からは使用料をいただいているので、その施設を提

供する市のほうの責務として工事請負費を支出させていただいていると理解いただければと思

う。それをマリンタウンに貸して、マリンタウンからは使用料をいただいている。 

○６番（犬飼このり君）分かった。マリーナの利用者の方が今どれぐらい市内に来ているか分か

らないが、ただ、そこに泊めるだけであんまり外に出てこないのであれば、ちょっと見直した

ほうがいいかなと思うところである。 

 次の２１ページ、商工費の市街地活性化事業である。先ほどお話があったが、藤の広場と、

さんぱりおを借りる条件を教えてほしい。 

○委員長（井戸清司君）暫時休憩する。 

                午後 ２時２９分休憩 

                ─────────── 

                午後 ２時２９分再開 

○委員長（井戸清司君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

○観光課長（佐藤文彦君）藤の広場の利用のことだと思うが、今ちょっと資料を持ってないが、

要綱に基づいて貸出しを行っている。 

○産業課長（川口貴保君）さんぱりおのところについても、今、手元にはないが、使用要領を決

めており、基本的には藤の広場に準じた形になっている。 

○６番（犬飼このり君）市の土地を使うということで、借りるに当たって、しっかりと収益を上

げてもいいというものなのか。それとも、できるだけコストをかけずに、とんとんでやってほ
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しいという属性のものなのか。そのことを教えてほしい。 

○産業課長（川口貴保君）個々のケースに応じてとなるので一概には言えない。 

○６番（犬飼このり君）分かった。また後日詳しく聞きたいと思う。 

 プロポーザルで決めるということであるが、Ｒ－ｓｈｉｐの問題があって、それに対してプ

ロポーザルをやる前にどういう対策をするのか。市として、どう捉えていて、どういう対応を

して次のプロポーザルに向けていくのか。再発防止の策とか、教えてほしい。 

○産業課長（川口貴保君）再発防止策については今検討中という段階になってしまうが、今回の

Ｒ－ｓｈｉｐの件も踏まえて同じようなことがあってはならないという中で、プロポーザルの

ところに関して言えば、財務関係の書類をつけていただくということや、審査員に税理士をお

願いできないかということであるとか、家族連れの方が多いイベントであるので、ＰＴＡの方

や父母の会の方にお願いすることができないかも検討しているところである。 

 そもそも、契約や仕様で様々なご指摘をいただいているところもあるので、各市町の契約や

仕様も、プロポーザルの審査のルール等も含めて研究させていただいて、予算を提示させてい

ただいた当初は年度替わり早々に始められればという考えではあったが、様々な点を今委員が

おっしゃった形で検証する必要があるので、プロポーザル自体の実施が少し遅れてしまっても

しかるべきところを検証させていただいて、準備を万端に整えてから新年度の事業とさせてい

ただきたいと考えているところである。 

○６番（犬飼このり君）プロポーザルの時期もずらすということであるが、それでも当初予算に

計上してきたというところである。ただ、個別にこの場所を借りることができる。プロポーザ

ルで入ったところが、どうしてもこの日に使いたいとなったときに、それはどうしたらいいの

か。 

○産業課長（川口貴保君）実際のプロポーザルから事業の実施まで時期が未定のところもあるが、

基本的には、今、朝市の会の方からここを使いたいというお話があったり、みらいずが使われ

たりということがあるが、個々の申込みがあった際、市のほうの事業があった場合にはちょっ

と日程を調整してもらうかもしれないという話自体は個々のケースでさせていただいていると

ころであるので、また事業が正式に決定した際には、しっかりとしたルールづくりはしなけれ

ばならない。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 ２２ページの商工団体育成事業補助金と商業パワー全開事業は、見込みと継続事業となって

いると思うが、その効果はどのようなものになっているか、新規事業が増えているか、そうい

ったところを教えていただきたい。 

○産業課長（川口貴保君）商工団体育成事業補助金については、商店街連盟がイベント事業で使
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う部分と、その他というような形でやっており、令和６年度の実績としては、宇佐美の駅前通

りの歩行者天国とかチェアリングの事業、やまもプラザの夏祭りの事業、湯の花通りの音楽フ

ェスとか、ｄ払いのキャンペーン、それから、これは令和７年度の予定で、キネマ通りの春の     

売り出し事業と、桜木町通りの花の装飾事業の予定等、各商店街がそれぞれ工夫を凝らす中で

有効に使われていると考えている。 

 その一方で、商業パワー全開事業については、令和５年度もそうだったが、令和６年度の利

用についても、湯の花通り共栄会の事業と、キネマ通りの協同組合伊東商誠会、あとはあんじ

ん通りの伊東銀座商店街振興組合もハロウィーンなどのイベントというようなことで、基本、

新規事業が条件になっているので、毎年、ある程度の変化をつけてはやっていらっしゃるが、

今例に挙げた３つの商店街とか、ある程度決まったところが毎年やるような形になってしまっ

ていて、ほかの商店街が活用するような事例が少ない状態になっているので、制度的にまた有

効活用していただけるような方策は考えていかなければいけないのかという状況である。 

○６番（犬飼このり君）この辺の補助金がイベントのためだけに使われるのか、それとも、商店

街の振興に使っていくのかというところで違ってくると思う。例えば今も話にあったものだと

イベントだけだが、日頃から商店街を使う人が少なくなっていて、イベントだけやっても商工

業の振興にはならないのではないか。やはり市街地の商店街の問題というのは駐車場の問題が

大きいと思うが、例えばこれを駐車場の補助に特化したものとか、そういうものはないのか。 

○産業課長（川口貴保君）商業パワー全開事業補助金については、結果的に使われているのがイ

ベントということになっているが、要綱上は個店の魅力を磨き、魅力あふれる商店街に育てる

ということで、いわゆるまちゼミとか買物弱者の支援事業、その他、軽トラ市のようなものだ

とか、特にイベントに特化をしているということではないが、結果としてイベントに使われて

いるというのが現状である。 

 商業パワー全開事業補助金を、今、委員がおっしゃられたような駐車場支援のところへ振り

向けるというよりは、先ほどの商店街連盟のほうに出している補助金の中で、商店街連盟のほ

うが自分たちの課題としてこういうところを解決したいというようなお話があれば、その時点

で検討はしていきたいと考えている。 

○６番（犬飼このり君）商店街の方だけではなくて、実際にそこを利用する市民の方がどういう

要望があって、どういう不便があってというところの聞き込みから補助金とかもまたつくって

いただけたらいいのではないかと思う。次の２３ページ、起業支援及び空き店舗対策事業補助

金は、どういったことをやっているのか教えてもらえるか。 

○産業課長（川口貴保君）こちらについては、いわゆる新規開業者が商店街の空き店舗を利用し

たりする場合に、移住者である場合も加算があるが、基本的にはいわゆる創業塾等を受けて、
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認定を受けた方に対して、その方が新規で事業をやりたいといったときに支援をするものにな

る。 

○６番（犬飼このり君）例えば新しく移住してきた人が起業をしたいといったときに、大家とか

不動産屋の仲介とか、ちょっと話が難航しそうだなというときに市が入ったりするのか。 

○産業課長（川口貴保君）実際にそういう話があったときに入るのはなかなか難しいとは思うが、

基本的に相談に来る時点で、そういった話を持ってくる方はいらっしゃらない。 

○６番（犬飼このり君）そうしたら、この補助金で新しく起業したが、その後に問題があったケ

ースとかは何かあるか。 

○産業課長（川口貴保君）今おっしゃった家主の関係であったり、その他を含めて特に問題にな

ったという事例についてはない。ただ、事業が軌道に乗るのは難しいといった面での相談はあ

るが、いわゆるトラブルといったものは特に伺っていない。 

○６番（犬飼このり君）最近の話だが、移住してきた方が店を開いたが、近所の同じ通りの方か

らいじめに遭っているとかという話を聞いている。昔から移住の人には店舗を貸してくれない

などという話もあったので、ぜひこういう相談体制というのをできるようにしたほうがいいと

思うが、そういったことは何か事業としてやられているか。 

○産業課長（川口貴保君）特に個々の事業という形では持っていないが、今、委員がおっしゃっ

たような事例に関しては、産業課のほうへ相談をいただければ、商工会議所のほうとも情報を

共有する中で連携して対応を取っていきたいと考える。 

○６番（犬飼このり君）分かった。ぜひお願いする。 

 伊東産活力創出事業補助金は、この前もまた新しく伊東ブランドが決まったと思うが、ぬく

もーるがなくなったことによって、一度に見せるところが減ってしまったのではないかと思う

が、今後どのようなところで発信していくのかというのを教えてもらえるか。 

○産業課長（川口貴保君）ぬくもーるが今閉まっている状態になって、今後というのは正直なと

ころ白紙の部分にはなるが、「いとうのいいもの」の情報発信に関しては、商工会議所がＲ－

ｓｈｉｐに委託をして行っていたところなので、新しい委託先を見つけるのか、またちょっと

違った事業のしつらえにするのか、そのあたりはまた商工会議所と相談してまいりたいと思う。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 ２４ページ、商店街共同施設設置等事業補助金は減額になっているが、令和６年度に何をや

って、令和７年度はどうするのか、何かあれば教えていただきたい。 

○産業課長（川口貴保君）令和７年度については、やまもプラザ会のＷｉ－Ｆｉ設備の改修の事

業費が５０万円、市の負担が１５万円、自己負担が３５万円となる。それから、仲丸通り商店

街の街路灯撤去の総事業費がやはり５０万円で、撤去の場合は市の負担が２分の１になるので、
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市の負担が２５万円、自己負担が２５万円である。それから最後に、桜木町通り商店街のアー

ケードの撤去で総事業費が８４０万円、市と自己負担がそれぞれ４２０万円である。 

 令和６年度については、宇佐美駅前通りの街路灯の撤去である。あとほかには正確なところ

は、資料が手元にない状態なので、また確認してお伝えさせていただきたい。 

○委員長（井戸清司君）ほかに質疑はないか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。 

 次に、第８款土木費について質疑を行う。事項別明細書は２１９ページからになる。発言を

許す。 

○３番（青木敬博君）その３の１５ページ、小室山公園観光トイレ整備事業について聞かせてい

ただきたい。これは亡くなったいとこが気にしたことなので、そのときに聞いたことを聞かせ

ていただきたい。 

 まず、うちのいとこが一般質問したときに水源の問題があるという答弁があったが、その水

源の問題はどのようにクリアしたのか教えていただきたい。 

○観光課長（佐藤文彦君）小室山公園観光トイレ整備事業は、恐竜広場のところにあるトイレが

老朽化したことから新たにトイレを建設するものであり、水源の関係については、詳しい配管

等、詳細はまだ承知していないところだが、水源の問題はクリアしている。 

○３番（青木敬博君）あと同じように、子供たちが使いやすいように多目的トイレになるかどう

か聞いていたが、多目的トイレになる予定なのか。 

○観光課長（佐藤文彦君）遊具も備えてあるので、子供たちが使用することを主に想定している

ので、そういった親子連れや子供が快適に使えるようなトイレを考えている。 

○３番（青木敬博君）山頂から降りてくる人のために下り坂に手すりなどをつけたほうがいいの

ではないかという話もあったが、そういったことは考慮されているのか、まだ分からないか。 

○観光課長（佐藤文彦君）今回はトイレ整備を重点にやるが、そういった中で、案内板とか、手

すりといったものも必要があればまた検討してまいりたいと考えている。 

○２番（竹本力哉君）その３の８ページ、子供の移動経路施設整備事業の子供の移動経路施設整

備事業に通学路及び未就学児童が日常的に集団で移動する経路の安全を確保するためにとある

が、どこをどのようにやるのか具体的に教えていただきたいと思う。 

○建設部次長兼建設課長（髙田郁雄君）お答えする。令和７年度の計画だが、路線名でいうと八

幡野・浜入口線で歩道整備工事が１件、もう一つが四辻線で歩道整備工事の２件を予定してい

る。 

○２番（竹本力哉君）続いて、１３ページの伊東駅周辺地区整備事業の県派遣職員給与等負担金
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とあるが、ここで静岡県から土木技術員１人の派遣を受け入れると書いてあるが、負担金は８

８０万円という金額で、この方の役割とか求めている仕事というのはどのようなものになるの

か。 

○都市計画課長（増野武史君）今度、県から派遣される職員の役割になるが、主に伊東駅と伊東

大仁線の事業のほうに携わっていただく予定である。 

○１番（鈴木絢子君）２３６ページの都市計画総務費、委託料の都市計画公園再検証業務委託料

について伺わせていただきたい。長期未整備になっている公園と、あと公園がない地域を想定

して検証していくというようなお話だったかと思うが、長期未整備になっている公園とかはど

このあたりを想定しているのか、また、どういった形で検証をしていくのか教えていただきた

い。場所の検証のみなのか、それともソフト面とかも含めた検証を考えているのか教えていた

だきたい。 

○都市計画課長（増野武史君）今はない状態であるが、長期未整備になっている公園としては湯

川公園と玖須美公園になる。 

 ソフト面としては、今回、新しい公園を整備するための検証を行う予定で、令和７年度につ

いては現地調査や候補地の調査や市民アンケートなどを行う予定である。 

○１番（鈴木絢子君）湯川公園、玖須美公園というのは現在、存在しないが、そういった場所で

つくりたいから、今後どういった場所がいいかというのを探していくというようなことの理解

でよろしいか。 

○都市計画課長（増野武史君）湯川公園と玖須美公園については、今、都市計画決定がされてい

て、公園として整備するためのエリアになっている。ただ、現状として整備ができていない状

況で、家屋等も建っていることから、それらをそのまま公園の区域として残すかどうかを検証

するということになる。 

○１番（鈴木絢子君）続いて、２４０ページの委託料の街路樹植替え検証委託料である。ヤシの

木を低くして、どうなっていくかを検証していくというようなお話だったが、どういったとこ

ろに委託されて、植替えの想定はどのぐらいを考えているのか。 

○都市計画課長（増野武史君）現在、１７４本あるヤシの木のうち、今後どれぐらいを植え替え

たらどうなるだろうということをこれから検証したいと考えている。高さも含めて、併せて検

証する予定でいる。事業については、入札により事業者を決定する予定なので、これから選定

することになる。 

○１番（鈴木絢子君）２４２ページ、伊東駅周辺地区整備事業の委託料の伊東駅前Ａ地区再整備

等推進事業について、いろいろ大綱質疑などの中で、一部計画を見直して、改めて説明会を開

催するというような説明があったが、いつ、どのような形で考えているのか。 
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○都市計画課長（増野武史君）伊東駅前周辺地区整備事業については、昨年、説明会等を行って

様々な意見をいただいたので、３月１９日に再度、駅前広場整備検討委員会に、今検討してい

る内容等を諮っていただき、その結果を踏まえて、また改めて来年度、説明会等を行いたい。 

○１番（鈴木絢子君）３月１９日に諮ってとのことであるが、説明会は何月ぐらいに予定してい

るのか、目安があれば伺う。 

○都市計画課長（増野武史君）今回、３月１９日に再度検討会を開くが、その結果にもよるため、

今、何月頃できるかは即答できない。 

○１番（鈴木絢子君）２４４ページで、先ほど青木委員も質疑した小室山公園観光トイレ整備工

事について、便器の数は男女で何基ぐらいを想定しているか伺う。 

○観光課長（佐藤文彦君）設計は終わっていて、実際には何基と出ているものの、資料が手元に

ない。男女それぞれのトイレと多目的トイレを設置する。 

○１番（鈴木絢子君）続いて２４４ページ、公園建設事業の都市公園遊具整備工事請負費の３０

０万円について、今年度、かなくさ公園と伺った。毎年３００万円ずつ事業費を計上していて、

いろいろ遊具を更新されているとは思うが、どのような遊具を考えているか。 

○都市計画課長（増野武史君）本年度、かなくさ公園を予定していたが、遊具の状況を確認した

ところ、伊東公園の遊具の損傷が激しかったため、令和６年度は伊東公園の遊具を整備してい

る。その結果、令和７年度については、かなくさ公園の遊具を整備したい。かなくさ公園の遊

具については、今のところ滑り台やブランコの設置を考えているが、実施の際には区長等の意

見を聞きながら整備するものを検討したい。 

○１番（鈴木絢子君）伊東公園は、すごく大がかりな工事をして、どのようなものができるか楽

しみにしていたら、また同じ滑り台とブランコで、少し今の時代を考えたら、子供たちが行き

たくなる遊具を造ってほしいと心の中で思っていたので、意見として伝える。 

 ２４６ページ、生活路線バス運行事業補助金の５，４００万円について、いろいろ減便され

るとの話の中、補助金は増額されるが、増額理由などがあれば伺う。 

○都市計画課長（増野武史君）当初想定では、令和６年度と同じようにバス運行を維持すること

で事業費を算定した。それについては人件費やガソリン代の高騰などにより、徐々に経費が上

がっているものと思う。ただ、１月３１日に地域公共交通活性化協議会の結果、バス事業者か

ら、なかなか維持が難しいとのことであるので、今回の費用についても実際の運行に合わせて

見直したい。 

○６番（犬飼このり君）その３の１ページ、土木総務費の道路・河川内民地処理業務委託料やア

ダプトシステムがあるが、前年と比べて半額ぐらいに減っている。何を削ったのかを伺う。 

○建設部次長兼建設課長（髙田郁雄君）まず、こちらの費用の中には、事業内容に記載のアダプ
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トシステムと道路・河川内民地処理の業務委託があるが、アダプトシステムのほうはほぼ横ば

いで、主な減額の要因としては、道路・河川内民地処理業務委託の減額である。 

○６番（犬飼このり君）その下の公共施設危険箇所対策事業について、今予定している工事箇所

はあるか。 

○建設部次長兼建設課長（髙田郁雄君）あくまでも予定で、工事として行うものとしては、一碧

湖・梅の木平線落石防止網設置工事と八幡野・草崎線排水施設緊急工事の２件についてはゼロ

債務で既に発注済みである。そのほかに城ヶ崎線冠水対策緊急工事、下方・海立線舗装緊急工

事、瀬戸山・先原線舗装緊急工事である。 

○６番（犬飼このり君）２ページ、防災ベッド等購入事業費補助金は、どのように申請するのか

伺う。 

○建築住宅課長（森 秀之君）お答えする。これは新規の事業で、今年度、要綱を作成し、来年

度から申請者に対して補助を出していく。 

○６番（犬飼このり君）どのようなベッドで、何台分か。 

○建築住宅課長（森 秀之君）今、資料が手元にないが、たしか平成２０年代前後であったと思

うが、その頃に県で耐震性の試験を行い、その試験をクリアしたベッドを採用するもので、そ

の旨を要綱にもうたっていく。個数は、今は１基を予定している。 

○６番（犬飼このり君）１基であると、争奪戦になりそうで大丈夫だろうかと思う。 

 次に、所有者不明の空き家の修繕作業の経費であるが、件数とか今の状況、所有者不明の空

き家で問題のあるようなところで、市が関与しなければいけないようなところは何件ぐらいあ

るのか。 

○建築住宅課長（森 秀之君）空き家の件数で把握しているものが、令和６年１２月末現在で１，

０９５件、そのうち解体や樹木の伐採などをされたものの件数については、少しお待ち願う。 

○委員長（井戸清司君）暫時休憩する。 

                午後 ３時 ５分休憩 

                ─────────── 

                午後 ３時 ５分再開 

○委員長（井戸清司君）休憩前に引き続き、会議を開く。 

 １０分間ほど休憩する。 

                午後 ３時 ５分休憩 

                ─────────── 

                午後 ３時１３分再開 

○委員長（井戸清司君）休憩前に引き続き、会議を開く。 
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 発言を許す。 

○建築住宅課長（森 秀之君）解決した件数としては２５４件である。 

 先ほど修繕料の話があったと思うが、その１の２２４ページの一番上に修繕料があり、２０

万円で１件から２件を想定している。 

○６番（犬飼このり君）空き家だからといって勝手に手を入れられないと思うが、２０万円で１

件から２件であるから、費用がすごくかかるようなところにも市で対応できるのか。 

○建築住宅課長（森 秀之君）お答えする。あまりにひどいもので、例えば屋根とか壁が飛ぶよ

うな状況の空き家については、見つかっていれば所有者に当然お願いする。そうでない場合

等々は、極力敷地に入らない程度でネットを張る等で対策をしている。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 その３の１３ページ、重要景観形成地区指定事業について指定を進めるとあるが、東海館の

近くも決まっていたように思う。また新たにどこかを決めるということか、それともそのまま

地区を選定し、何かやっていくということか。 

○都市計画課長（増野武史君）東海館松川周辺地区については昨年度、計画をつくった。今年度

は、審議会を踏まえ計画として決定する作業をしている。それに併せて、次は現在、大室山周

辺地区について同様の作業をしている。 

○６番（犬飼このり君）分かった。では、今この予算に上がっているものが、次の大室山のとこ

ろと理解してよいか。 

○都市計画課長（増野武史君）そのとおりである。 

○６番（犬飼このり君）では、前年度決まったものは、特に指定しただけで何か変わらないのか、

予算が特別にまた何かついていたりするのか。 

○都市計画課長（増野武史君）前年度に指定した東海館周辺地区については、特に予算を計上し

て、今年何かやるということはなかった。 

○６番（犬飼このり君）分かった。 

 １５ページで、先ほど、かなくさ公園の遊具の整備があったが、今まで話を聞いていたら、

子供向けの遊具の話ばかりかと思う。ほかの市町には、高齢者のための健康維持、健康促進の

ための遊具などがある。本市ではそういうことは考えていないのか。 

○都市計画課長（増野武史君）公園については、利用者の意見もあるので、区長の意見を聞いて

何を設置するかを検討している。 

○６番（犬飼このり君）区長もいろいろ調べてはいると思うが、例えばインクルーシブ遊具や高

齢者の健康遊具などを知らない可能性もある。市としてそういうものを提案しているのか、そ

れとも受けるだけでやっているのか。 
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○都市計画課長（増野武史君）今のところ、どちらかというと受けるだけという形になるが、委

員からもインクルーシブ遊具等の話があったため、これから区長の話を聞く際には、そのよう

なことも提案していきたい。 

○６番（犬飼このり君）次の１６ページ、交通対策事業について、バスの利用者が少なかったり、

バスドライバーが不足したりしている中で、本市ではスクールバスとか競輪事業などでバスを

利用している。市として減便への対策とか、ドライバー育成に対する対応策は協議したりする

のか。 

○都市計画課長（増野武史君）減便対策としては、運転手に対する対策、補助が必要であると考

えているので、今年度策定している地域公共交通計画においても、その辺の対策を踏まえなが

ら、来年度以降はそのようなことも検討していきたい。 

○５番（浅田良弘君）その３の１７ページ、市営住宅性能向上事業に角折住宅と新山住宅の浴室

ユニット化等の改良を行うとある。これは議場でも出ていたが、改良を行った後の家賃等は上

がっていくのか、今のままの家賃で入居できるのか。 

○建築住宅課長（森 秀之君）お答えする。今回、改良工事を行うことによって、設備も当然性

能が向上する。その中で、建設費に対して家賃が決まってくる部分もあるので、当然家賃は上

がり、大体３，０００円から４，０００円程度上がると考える。 

○委員長（井戸清司君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。 

 次に、第１１款災害復旧費について質疑を行う。事項別明細書は３０７ページからになる。

発言を許す。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。 

 これより討論に入る。発言を許す。 

○６番（犬飼このり君）この予算に反対の討論をしたい。 

 いろいろな事業が、補助金がすごく多くて、その先のものが見えないまま、また次年度とい

うものが、前のときも述べているが、繰り返されているのではないかとの印象である。効果検

証をしっかりして次の年度につなげてほしいということが大きいことと、今回は、やはり委託

事業に関して大きな問題が起きた。これは多くの方に迷惑をかけているわけだから、これが解

決しないまま、次も同じような事業をやろう、同じようなやり方で委託先を決めようというこ

とは、ちょっと乱暴ではないか。やはりしっかりと解決してから次の事業をやるようにしない

と、再発防止にならず、私は同じことが繰り返されると思ってしまう。 
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 一番基幹産業になる観光業について、市内の経済状況が下がっている中で、どうしても補助

ではなく、その先、観光事業者とか商工事業者がしっかりと自立できるような形で補助をして

いただきたい。今のちょっと甘いというか、緩いというか、本市の補助の出し方に理解ができ

ないので、反対とする。 

○委員長（井戸清司君）ほかに討論はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井戸清司君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。 

 これより採決する。 

 市議第５９号歳出中、本分科会所管部分は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君

の挙手を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（井戸清司君）挙手多数である。よって、さよう決定した。                

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（井戸清司君）以上で日程全部を終了した。 

 ６番 犬飼委員は、市議第５９号について、少数意見を留保するか。 

○６番（犬飼このり君）留保する。 

○委員長（井戸清司君）分科会審査報告書の案文については、正副委員長に一任願う。 

                 ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（井戸清司君）これにて予算・決算特別委員会観光建設分科会を閉会する。 

                 ━━━━━━━━━━━━                

○閉会日時 令和７年３月１４日（金）午後３時２３分（会議時間３時間１２分） 

                                                                                           

                            以上の記録を認める。 

                             令和７年３月１４日 

委員長 井 戸 清 司                 


